
    
      
        
      
    

  











































































失格紋の最強賢者３

～世界最強の賢者が更に強くなるために転生しました～
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「これで、よし！」




「マティくん、もう見ても大丈夫ですよ！」




　言われた俺おれが振り向くと、イリスはすでに服を着ていた。

　予備よびの服なんて、用意していた様子はなかったが……一体、どこから持ってきたのだろう。

　いずれにしろ、今のイリスの格好かっこうであれば、このまま人里に出ても怪しまれずに済みそうだ。




　……と、その前に。




「イリス、ちょっと手を出してみてくれ」




「手ですか？」




　言いながら、イリスは両手を差し出した。

　予想通り、人間とは違う点が見つかった。




「やっぱり、紋章もんしょうがないな」




「……あっ！　確かに！」




「作ろう。大体こんな感じで……よし。完成だ」




　俺は魔法を使い、イリスの手の甲に常魔紋に似せた模様を作る。

　こういう魔法は栄光紋の仕事なのだが、今の俺でもこのくらいは簡単だ。




「一瞬で、紋章の偽造が完成してしまった……」





「平然とやってますけど、これってかなり凄すごいことなんじゃ……？」






「術式さえ教えれば、今のルリイでもできる魔法だぞ。とりあえず、早速さっそく王都に向けて出発するか」
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　あまりゆっくりしていると、日が暮れてしまう。

　この山から王都までは、地味に遠いからな。




「はい！」




「了解！」




　◇




　──それから、およそ半日後。

　俺達は、無事に王都へとたどり着いていた。




「飛べない体って、いまいち慣れませんね……。少しの距離なのに、随分ずいぶん遠く感じます！」




「この距離は、普通に遠いけどね」




　イリスは慣れない体に、少し戸惑いを見せていたようだ。

　だが、それでも足はルリイたちより、大分速かった。

　やはり元は竜というだけあって、体の基礎的な性能が違うな。




　そのままの足で俺は、三人を連れて、校長室へと向かった。

　報告と、イリスの入学について聞くためだ。




「校長、いますか？」




「この声……マティアスか！　随分と戻りが早いようだが、魔族はどうなった!?」




「討伐とうばつしました。これがエルハルトの角です」




　そう言って俺は、エルハルトの角を収納魔法から取り出した。

　魔族を倒したことの、分かりやすい証拠だ。




「何千キロも先にいた魔族を、数日で倒したのか……。この件は国王に報告するが、そのうちマティアスへの報酬で、宝物庫が空からっぽになってしまうんじゃないか？」




「宝物庫にはあまり欲しい物がないので、そうなる前に別の物をもらうことにします。……それとエルハルトの他ほかに、あいつより数段上の魔族が一人いましたが──」




「討うち損そこねたか？」




「いえ。爆発ばくはつで完全消滅したので、討伐の証拠になるようなものを持って帰れなかったというだけです」




「……なるほど。訳が分からんな。確かにマティアスが敵を討ち損ねるのは、想像がつかんが……」




　完全消滅というのは、確かに珍しいケースだからな。普通は何かしら残る。

　霧の魔族は特殊なので、こういうこともあるのだが。




「魔族の話は、このくらいでいいとして……校長に相談が」




　討伐の報告が終わったところで、俺はイリスの件を切り出す。

　先に魔物の大発生の話をすると、他の話がしにくい状況になりそうだからな。

　大発生の方は、特に急ぎでもないし。




「何だ？　マティアスの相談であれば、大抵のことは通ると思うが──」




「コイツを、学園に編入させたいんです」




「わっ！」




　言って俺は、後ろにいたイリスを、目の前へと押し出した。

　それを見て校長が、難しい顔をした。




「……編入か。それは中々難しいな……」




「難しいですか？」




「ああ。難しい。編入試験の形式は入学試験と同じなんだが、合格点がとても高いんだ。マティアスの提案だと言えば、国王命令での特例が通るかもしれないが……時間がかかる。周囲を納得させることも考えると、来年の試験を待った方がマシなくらいだ」




「ちなみに、編入試験の合格点は？」




「四十七点だ」




「マティ君がいなかったら、主席になれる点数じゃん！」




「マティくんは、色々おかしいですからね……」




　合格点を聞いたアルマが、驚きの声を上げた。

　確か試験は五十点満点だが……この試験、実際には満点以上が出ることもあるんだよな。

　実際、俺は二百五十七点だったし。




　イリスは、座学などはサッパリな気がするが……竜の力を考えると、魔術（十点満点）と剣術（十点満点）でそれぞれ二十五点ずつ取るような形で、合格点には到達できるはずだ。




「それで問題ありません。……でも、的まと当ては俺の試験と同じように免除するか、別の物に変えた方がいいと思います。イリスの場合、あれは危ない」




　今のイリスは、出力に対して制御力が追いついていない状態だ。

　そんな状況で例のテストをやれば、校庭の破壊は、俺のテストの比ではないだろう。




　いや、校庭で済めばまだいい方だ。学園の壁に飛んでいって、酷ひどいことになることも十分ある。

　俺が迷宮試験で的当てを免除したように、イリスの試験も別のものにしたほうがいい。

　そう配慮しての発言だったのだが──




「試験内容の変更だと、免除と似たような手続きが必要になる。今からの編入ということであれば、内容の変更は不可能だ」




　ちくしょう。台無しにしやがった。

　どうなっても知らんぞ。










　翌日。

　俺はイリスの編入試験に同伴する形で、学園へと来ていた。

　やや急に見えるかもしれないが、俺が剣術の試験の試験官として『用意できる限り強い奴やつ』を指定した結果、スケジュールの関係でこう決まったのだ。

　ちなみに校長曰いわく、知り合いの中で一番強いのは俺だという話だが……流石さすがに関係者を試験官にするのは無理だということで、次に強い奴が指定された。




　試験相手を強い奴に指定した理由は単純だ。

　相手が弱いと、死人が出る。

　……強い奴を倒せば点数が上がるかもしれないという期待も、一応あるのだが。




「校長、試験内容について、少し相談があります」




　説明が終わり、イリスが筆記試験を受けている間に、俺は校長へと話しかけた。




　いくら試験が難しくないとはいっても、ほとんど人型になったことのないイリスに、いきなり試験を受けさせるわけにはいかない。




　そこで、被害が出ても大丈夫そうな場所で、少しテストをしてみたのだが──

　テストの結果は、酷いとしか言いようのないものだった。

　竜の魔力回路のダメージは、人化した状態での魔力制御にも影響を及およぼすのかもしれない。




　その結果、試験内容について、新たな相談が必要となったのだ。




「なんだ？」




「試験内容は規則で細こまかく決まってるから、変更できないって話でしたよね？」




「ああ。時間さえもらえれば、国王から話を通せるかもしれないが──」




　国王から話か。

　それも選択肢には入るのかもしれないが、できれば早いうちに編入を通したいな。

　まあ、とりあえず必要なことを聞いてみよう。




「その規則の中に、試験会場周囲の保護──例えば、流れ弾への対処に関する項目はありますか？」




「そこまでは決まっていないが、普段は防護壁へきとして、周囲に複数の結界魔法を展開している。少なくとも、ここ数年はそうだな」




　なるほど。決まっていないのか。

　となると……




「その結界を、別の物に変えることはできますか？」




「可能だ。だが、何に変える気だ？」




「俺です」




　イリスの魔法から学園を守れるのは、俺しかいない……という訳ではないが、自分でやれば、面倒な準備などをする必要がないからな。




「……マティアスが、結界魔法の代わりをするのか？」




「念のためですけどね」




　イリスが上手うまくやってくれれば、俺が魔法を防ぐ必要はなくなる。

　だが、そうでない可能性が高い。




「……分かった。魔法結界はいつもと同じように展開して、さらにマティアスも学園の守りに加わる。それで構わないか？」




「問題ありません」




　どうやら、学園は守られたようだ。










　相談からしばらくすると、イリスが剣術の試験を受けることになった。

　アドバイスは禁止されているが、見ることはできる。

　ルリイ達は用事があるせいで来れなかったので、今日は校長と二人で見学だ。




「……あれ？　あの試験官、何か見覚えがあるんですが」




　イリスの相手になる試験官の姿を見て、俺は小声で校長に聞いた。

　見覚えがあるというか──




「ああ。マティアスの試験と同じ、騎士団長ガイルだ」




　やっぱりか。

　あの実力なら、イリスが相手でもそこそこ安全に戦えそうだな。

　倒すだけで百二十点をもらえるのであれば、イリスは剣術だけでも合格できるだろうし。




「剣術試験、はじめ！」




「行きます！」




　試験官の声と共に、イリスが剣を構えてガイルへと走り、剣を振り下ろす。

　技もへったくれもない、ただの振り降ろしだ。ほとんど初心者だと言ってもいい。

　その剣を、ガイルは易々と受け止め──




「ぐっ!?」




　られなかった。

　ガイルの剣はほとんど抵抗できず、イリスの剣に押し切られる。




　ガイルはその剣を避けるようにして体勢を立て直し、なんとか距離を取る。

　イリスの剣はそのまま地面へとぶつかり、小さいクレーターを作った。




「なんて怪力だ……。その体格のどこから、そんなパワーが出てくる」




　剣を構え直しながら、ガイルが呟つぶやく。

　手に持った剣は、すでに半分曲がっていた。




「……あれ、本当に女なのか？」




「見れば分かるとおり、あれでも女性ですよ」




　校長の質問に、俺が答える。

　まあ、人間の女ではないけどな。




　そんな話をしている間に、イリスが騎士団長の剣を叩たたき折り、壁へと吹き飛ばして試験は終わった。

　ダメージが小さくなるように吹き飛ばされた上で、受け身を取っていたようなので、騎士団長は無事のようだ。




　……こうしてイリスの剣術試験は終わった。

　いよいよ、魔術の試験だ。

　……最早もはや、試験ではなく、学園への災厄さいやくな気がするが。










「……えー。これより、魔術試験を開始する！」




　イリスの前に的が立てられた後、魔術の試験官が、こう宣言する。

　事前に校長から警告が行っていたのか、声には緊張があるように聞こえた。

　それから試験官は、イリスから十メートルほど離れる。




「……あのー、試験官さん」




「どうした？　試験の攻略法に関する質問は受け付けられないが──」




「もうちょっと、下がっていた方がいいと思うんですが……」




「これだけ離れれば、流石に危険はないはずだが──まあ、そのくらいなら問題ないな」




　そう言って試験官は、更に十メートルほど後ろに下がった。




「これでいいか？」




「いや、その三倍くらい下がってください」




「ず、随分遠いんだな……」




　そう言いながらも、試験官はさらに後ろへと下がっていく。

　試験の規定には、試験官の立ち位置に関するものはなかったようなので、柔軟な対処ができるのだろう。




「まさか、試験官を遠ざけて不正をする気じゃなかろうな？」




　その様子を見て、校長が俺に話しかけてきた。

　なるほど。不正という見方もあるのか。

　だが、残念ながら外はずれだ。




「いえ。あれは必要なことですよ」




「……近くに人がいると、落ち着いて魔法が使えないとか？」




「違います。純粋に、試験官の安全を確保するためです」




　言って俺は、魔法を起動する準備をした。

　その視線の先で、イリスが宣言する。




「行きます！」




　そう言ってイリスは、手の中に魔法を展開し、手のひらを中央の的へと向け、放った。

　イリスの手から放たれた魔法は、真まっ直すぐと──俺達の方へと飛んでくる。

　用意された、的ではなく。




「いきなりか！」




　叫さけびながら俺は事前に用意していた防御魔法を、俺と校長の前へと展開した。

　イリスの魔法は俺の防御魔法にぶつかって大爆発を起こし、俺の目の前にクレーターができる。




「す、すみません！」




　イリスが謝りながら、次の魔法を展開した。

　今度は、魔法が空高く飛んでいった。コントロールの欠片かけらもない。




　結局、イリスの放った二発目の魔法は空中で大爆発を起こし、空からは焼き焦こげた鳥が数十羽落下してきた。

　ちなみに、的は無傷だ。

　今までイリスの放った魔法は、一発たりとも的の方へは向かっていないからな。




「……何だあれは。天災級魔物か何かか？」




「恐らく、似たようなものかと」




　呆あきれる俺達の前で、イリスが難しい顔をする。

　それから、何かを決意したかのように、的をキッと睨にらみ付つけた。




「やはり、これしかありませんか……」




　そう言ってイリスは、三発目の魔法を展開し始めた。

　しかし、今度の魔法は、今までとは少し様子が違う。

　先ほどまでより、威力が高いのだ。




「あれは、一体何をしようとしているんだ？」




「見れば分かります」




　あの戦術は、普通にやってダメな場合に使えと言って、俺が教えておいたものだからな。

　いくらコントロールがなくても、確実に試験を突破できる方法として。




「そいっ！」




　かけ声とともにイリスがしゃがみ込み──展開していた魔法を、地面へと押し込む。

　次の瞬間イリスの手元で爆発が起こる。




「「なっ……」」




　爆炎に飲み込まれたイリスを見て、校長と試験官が、驚きの声を上げる。

　一瞬硬直していた校長だが、すぐに事態を理解したようで、イリスの方へと走り出そうとした。




「あれはまずいぞ！　早く救出を──」




「その必要はありません」




　言いながら俺は、走り出そうとする校長を制止する。

　その俺達の視線の先で、爆発によって起きた土煙つちけむりが晴れ──

　中から、無傷のイリスが現れた。




「……は？」




　俺の隣で、校長が間抜けな声を上げる。




「的の破壊、終わりました！　どうでしょうか！」




　そしてイリスは、試験官に質問する。




「ど、どう、と言われても……」




　イリスの質問に対し、試験官が困惑の声を返す。

　無理もないだろう。




　イリスのいた場所はただのクレーターと化しており、的に至っては、完全に消滅していたのだから。

　もともと的がどこに立っていたのかさえ、今の様子からは判別できない。




「いや、おかしいだろ……」




　俺の横で、校長がつぶやく。




「まあ、イリスはそういう生き物ですから」




　今の俺でも、あの威力の魔法を放つのは骨が折れる。

　威力だけであれば、学園最強と言っても差し支えはないだろう。

　総合的な強さを見ても、俺の次はイリスのはずだ。




「……試験の結果に関しては、今この場では判断が難しい。持ち帰って後で採点しよう。不合格になることはまずないがな。……ああ。校庭が……」




　校長が、力なく呟いた。

　だから言ったのに。魔術試験はやめた方がいいって。




「……イリス」




「はい！」




　クレーターの真ん中に立つイリスに、俺は話しかける。




「試験は終わりだそうだ。合格はほぼ確定らしいから、安心しろ」




「やった！　……ところでここ、かなり派手に壊しちゃいましたけど……大丈夫ですか？」




「大丈夫だと思うか？」




「私は、こういう環境でも気になりませんけど……」




「人間は、そういうのを気にするものだ」




　……まあ実際のところ、俺も校庭がクレーターになっているくらいはさほど気にならないのだが。

　クレーターなんて、ちょっと魔法の実験をするだけで、すぐできるものだしな。

　むしろ実戦では足場がちゃんと平らになっている状況のほうが珍しいのだし、訓練用に使うには、この方がいい気がする。




「ってことで、直すぞ」




「えっと、手伝いますか？」




「ふむ……いや、やめておこう」




　イリスに何かを任せても、状況が悪化する気しかしなかった。

　そもそも今の校庭は、半径およそ三十メートル、深さ十メートルくらいのクレーターが、二つできただけだ。

　俺一人でも、修復は簡単だ。




「とりあえず、テストや緊急時でやむを得ない場合を除いて、イリスは魔法禁止な」




「わ……わかりました！　すみません、私のせいで！」




　……うん。しかし、やはり酷い状況に変わりはないな。

　とりあえず学園でのイリスは、純物理のパワーファイターということにしておくか。

　流石に先生も、イリスを魔法の授業に参加させようとはしないだろうし。




　ただ人間には、身体しんたい強化という魔法がある。

　身体強化は、効率さえ求めなければ、そこそこ安全に戦力を強化できる。

　イリスの魔力はほぼ無尽蔵といってもいいくらいなので、効率無視で圧倒的なパワーを発揮できるだろう。




　そんなことを考えながら、俺は校庭を歩き回り、土魔法で周囲を修復していく。

　歩き回るのは、第四紋の射程の関係だ。




　そんな感じで、修復は五分ほどで終わった。




「校長。校庭は、こんな感じで問題ないですか？」




「問題はない。もちろんないが……ここまで酷い状況でも五分で直るのか……」




「規模が大きくなっただけで、俺の入学試験とやってることは変わりませんからね」




「できることの規模を大きくするために、世の魔法使い達がどれだけ苦労しているか……特に土木系の魔法使いに今の魔法を見せたら、間違いなく気絶するだろうな」




「気絶したら、叩き起こして無詠唱むえいしょう魔法を教えましょう」




　まあ、俺がやるのは面倒なので、先生とかに任せるけどな。




「……ところで、結界の材料集めの調子はどうですか？」




「順調だ。……と言いたいところだが、少し遅れが出ている」




　やはりか。

　何となく予想はついていた。




「栄光紋不足ですか」




「……予想済みということか。その通りだ。加工が追いつかん」




　元々、第二学園は、そこまで栄光紋が多いというわけではないからな。

　今回は人数に頼って大量の金属を精錬せいれんし、加工する形になるので、初心者の栄光紋をあれだけ集めても、予定のペースに届かないことは予想がついていた。

　そして、対処も考えてある。




「例の計画は、どうなっていますか？」




「第一学園のか？」




「はい」




　それは、第一学園の生徒達に無詠唱魔法を教え、精錬などの作業を分担させるというものだ。

　第二学園の生徒に比べて練度が低いのは仕方ないが、たとえ教えたばかりでも、全く精錬ができないということはない。




　何より、人数が違い過ぎる。

　第一学園の生徒数は第二学園とさほど変わらないが、第一学園の生徒は、その全員が栄光紋なのだから。




「難航中だ。第一学園の校長と生徒達が強硬に反対していてな。やはり栄光紋が戦闘向きでないというのは、認めがたいことらしい」




「でも、栄光紋が他の紋章に瞬殺しゅんさつされたのを、第一学園の生徒達は対抗戦で見ていたのでは？」




「連中の言い分は、それはマティアス達が化け物だからで、紋章うんぬんという問題ではないということらしい。それについては、私もやや同意するが……連中は、それがよほど腹に据えかねるらしい。この間など、第一学園の校長が来て、対抗戦をやり直せなどと言われたくらいだ」




「やり直し？」




「ああ。例の対抗戦は、魔族の介入があったから無効だとしてな」




　……そうか。対抗戦のやり直しか。

　よし。

　いいことを思いついたぞ。




「よし。……その対抗戦、受けましょう」




「……普段であれば、それでもいいんだが……今は非常時だ。馬鹿ばかにかまうだけ、時間がもったいないのではないか？」




「だからこそ、です。対抗戦を使って、連中をまとめて黙らせましょう」




　連中はどうやら、よほど栄光紋が弱いことを認めたくないらしい。

　あれだけ失格紋を馬鹿にしておいて、いきなり栄光紋のほうが弱いと言われたら、そういう反応になる気持ちも分からないではない。

　だから、連中が心置きなく生産魔法を練習できるように、思い知らせてやるのだ。




「……まとめて黙らせる？　そんなことができるのか？」




「できます。……ただし、相手が言い訳をできないように、条件を変更する必要がありますが」







　──その日の夕方。

　俺は校長とともに、第二学園の校長室で、第一学園の校長であるフェイカスの訪問を待っていた。

　対抗戦の日程を調整するために、国王命令で訪問を命令してもらったのだ。

　結界の材料を早く用意するには、できる限り早めに第一学園の生徒達の協力を取り付ける必要があるからな。

　──だが、遅い。




「……来ないな。まさかあいつ、国王の命令に逆らうつもりか？」




「予定より、二十分遅れていますが……ちょうど今、来たみたいですよ」




　そう言って俺は、扉を指す。

　理由は至って簡単。足音が聞こえてきていたからだ。

　魔力反応も見覚えがないものだし、あれで恐らく間違いないだろう。




「確かに、足音が聞こえるが……それだけで、人の見分けがつくのか？」




「それだけでは……七割くらいしか分かりませんね。後は魔力です」




　俺がそう言ったところで、ドカッという音とともに、扉が荒々しく開かれた。

　扉を開けた本人は、何やら怒りに満みちた表情をしているようだ。




「第二学園校長ごときが、第一学園の校長を呼びつけるとは何事だ！」




　そして、怒りの表情のまま、こんなことを言い始めた。

　呼んだの、校長じゃないはずなんだけどな……。




「お前をここに呼んだのは、国王陛下の命令のはずだが」




「だが、栄光ある第一学園の校長を、このような場所に呼び出すなど！　目下の者が出向くのが、礼儀ではないか！」




「第一学園と第二学園の校長に、立場の違いはないはずだが」




「それは、名目上の話だ！　王国の伝統では、第一学園が上、第二学園が下！　そういうことになっている！　栄光紋の割合を見れば、一目瞭然いちもくりょうぜんだろう！」







[image: ]










　ああ。

　なんというか、ビフゲルを思い出すな。

　これは、話しても無駄むだなタイプだ。




「……さて。つまらん話はこのへんにして、本題に入ろうじゃないか」




　校長も、俺と同じ考えだったようだ。

　学園の地位の話をさっさと切り上げて、対抗戦の話に入ろうとする。




「つまらんとはなんだ！」




「ああ。じゃあ、つまらなくない話はこのへんにして、本題に入ろうじゃないか」




　おお！

　馬鹿をあしらうには、こうやればいいのか！

　流石は校長。対人スキルは参考になるな。




　今度ビフゲルに会ったら、使ってみよう。

　──できれば、そういう機会は二度と訪れないのが、理想なのだが。




「貴様……この侮辱ぶじょく、必ずや国王陛下に報告してやる！」




「勝手にしろ。さて、対抗戦の件だが──」




「そこの化け物を、チームから外せ！　他の二匹の化け物もだ！」




　校長が対抗戦の話を出した瞬間、ビフゲル……じゃなかった。フェイカスが、俺を指した。

　なんだか最近、化け物呼ばわりされることが多い気がする。

　今回はルリイとアルマもまとめて化け物扱いされているので、これは少し珍しいパターンだが。




　そこで俺は、あらかじめ用意していた通りの答えを返す。




「構わないぞ。ただし交換条件として、ルールの変更を要求する」




　ついでに俺は、こっそりと攻撃魔法を展開し、フェイカスにかけておいた。

　攻撃魔法とはいっても、直接的に苦痛や、ダメージを与えるようなものではない。




【毛根死滅】──その名の通り、毛根をまとめて死滅させて、完全にハゲ上がらせる魔法である。

　今日の夜あたりに、効果を発揮するだろう。

　ルリイを化け物扱いした報むくいだ。ついでに俺とアルマも。




「貴様、第一学園校長に向かって、その口の利きき方──まあいい。野蛮で下賤げせんな第二学園の生徒らしいともいえるからな。……言ってみろ！」




　俺も、もともとは敬語を使うつもりだったのだが……こいつを見てると、使う気がなくなってしまった。

　野蛮で下賤なのは、どう見てもフェイカスのほうだと思うのだが。

　そんなことを考えつつも、俺は条件を告げる。




「参加人数を、自由にしたい」




「自由というのは、制限をかけないということか？」




「ああ。一年生と二年生の中からなら、何人でも選び放題だ。ただし、俺とルリイとアルマは出ない」




　ちなみにこの条件については、すでに第二学園長と相談し、了承済みである。

　あと、イリスもたぶん出さない。死人が出るし。




「本当に、それで──いや、決定だ！　交渉は成立した！」




　フェイカスは一瞬、確認を取ろうとしたようだが、それを途中でやめ、交渉成立を宣言した。

　是が非でも、この有利（だと思い込んでいる）条件を、確定させたいらしい。

　今頃いまごろ第二学園の生徒たちは、ミスリルの採掘や精錬で鍛え上げられ、もう少し訓練を積んで全員で集まれば、弱い魔族くらいなら包囲殲滅せんめつできるレベルになっているというのに。




「それと、対抗戦は明後日だ。闘技場のスケジュールはすでに押さえてある」




「それで問題ない。第一学園が敗北したなどという事実無根の不名誉は、一刻も早く覆くつがえされるべきだ」




　ちなみに、闘技場のスケジュールをこんなに早く押さえられたのは、国王命令でむりやりねじ込んだからである。

　まさしく、王権濫用らんようのオンパレードである。

　編入試験の時などは、正直使えないと思ったが、このくらいの話であればすぐにまとめられるようだ。




「明後日だな！　首を洗って待っていろ！」




　そう言って、フェイカスは校長室を去って行った。

　……さて。




「フェイカスについて、どう思う？」




「あれはもう、どうしようもないかと」




「……同意見だ。では、国王にもそのように伝えよう」
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　──対抗戦の再戦が決定されてから、二日後。

　俺おれと校長とイリスは、希望者の中から選抜した代表たちと共に、闘技場へと来ていた。




　もし相手にヤバそうなのがいれば、代表にイリスが加わる予定だったが……




「イリス」




「はい！」




「今回は、イリスが出る必要はなさそうだ」




【受動探知】には、第一学園側の参加者と思おぼしき魔力反応が映っているが、その中に魔族などの存在は映っていない。

　人化した竜を参加させる必要はないだろう。




「わかりました！」




　その発言に校長が、あからさまにホッとした表情を浮かべた。

　気持ちは分かる。

　イリスが全力を出せば、ここの結界なんて一秒ももたないからな……。




「どうやら、逃げずに来たようだな！」




　そんな話をしていたところに、フェイカスがやってきた。




「ああ。別に逃げる必要もないしな。……そっちこそ、第二学園に負けるのが随分ずいぶんストレスだったみたいじゃないか。頭に出てるぞ」




　そう言って俺は、フェイカスの頭を指す。

　どうやら【毛根死滅】は完璧かんぺきに機能したらしく、フェイカスの頭は太陽の光を受けて輝いていた。




　俺の発言を聞いて、フェイカスの顔が真まっ赤かに染まる。




「これはハゲたのではない！　剃そったのだ！　貴様らには、このファッションが理解できんのか！」




「……フッ」




　見え見えの見栄みえを張るフェイカスを、俺は鼻で笑う。

　その噓うそ、つく意味ないぞ。ハゲさせたの俺だし。




「笑うな！　──私の髪のことはどうでもいい！　貴様ら、ちゃんと代表は用意したのか！　こちらはすでにスタンバイしたぞ！」




　言ってフェイカスは、後ろに並んだ第一学園の生徒たちを指した。

　その数、総勢百五十二人。




「……随分と、沢山たくさん用意したんだな」




「ふん。私は第二学園ごときにこのような数はいらないと言ったのだが、希望者が多すぎてな。落ちこぼれの恥さらし共を除いて、全員連れてきたのだ。それで、そっちの代表は──」




「心配しなくても、連れてきたぞ。ほら、そこにいるじゃないか」




　そう言って校長は、後ろにいた代表たちを示した。




　代表の構成は、失格紋一人、常魔紋二人、小魔紋二人の、合計五人だ。

　栄光紋がいないのは、戦闘に対する向き不向きの問題と言うより、栄光紋の人手不足が激しく、対抗戦に参加させるような人員が確保できなかったからだ。

　そもそも栄光紋が足りていたら、第一学園の協力を得る必要もなかったわけだし。




「……五人？　まさか、五人で第一学園と戦おうというのか？」




　代表たちの人数を見て、フェイカスが呆あきれと驚きが混ざった声を上げる。

　うん。気持ちは分かるぞ。




　俺もこの人数に関しては、あまり納得していないからな。

　五人というのは、校長と俺の交渉で決まった数なのだ。




「確かに、五人ってのはおかしいよな。これは校長の意向なんだ。この人数は、どうしても譲れない線らしい」




「いくら何でも、マティアスが言う二人というのはないと思うぞ。栄光紋以外は足りてるんだから、五人くらいは連れてきてもよかろうに」




「確かに足りてますけど、こんな結果の分かりきった戦いに費ついやすよりも、他ほかの鍛錬たんれんでもやってたほうがいいじゃないですか。時間がもったいないですよ」




　二人で百五十人を倒すというのであれば、相手がいくら弱くても対集団戦闘の練習くらいにはなるかもしれない。

　しかし第一学園の生徒百五十人を相手に、今の第二学園の生徒達五人なんて、もはやただの弱いものいじめじゃないか。




「どこまで馬鹿ばかにすれば──いや。もういい！　さっさと対抗戦を始めるぞ！　結果など、分かりきっているがな！」




「……そうだな。さっさと始めるか」




　話をするのは、対抗戦が終わってからで十分だしな。




　──少し後。

　闘技場の真ん中には両校の生徒たちが向かい合っていた。

　第一学園の生徒達には、かなりの余裕が見える。

　酷ひどい奴やつになると、試合後の祝勝会の会場について相談しているくらいだ。




　対する第二学園の生徒達も、表情に余裕は見えるものの、油断はしていない。

　祝勝会の会場はすでに決まっており、予約もとってあるので、そのような相談の必要もないのだ。




「両者、静粛せいしゅくに！」




　そして、審判の男が、声を張り上げる。




「対抗戦再選、開始！」










「よし！　潰つぶせ！」




　審判の声とほぼ同時に、第一学園のリーダーらしき男子生徒が、他の生徒たちに指示を下す。

　それに対し、他の生徒たちは一斉に頷うなずき──




「我が体に満みちる火の魔力よ──」




　詠唱をし始めた。

　……うん。

　何となく予想はしていたが、やっぱりこうなるのか。

　なんだか、うちの生徒たちと戦わせるのが、可哀想かわいそうになってくるな。




「ぎゃああああああ！」

「む、無詠唱むえいしょうだと！」




　そして案の定、第一学園の生徒たちの詠唱が終わるのを待たずに、第二学園の生徒たちの魔法が、第一学園の生徒へと降ふり注そそいだ。

　攻撃をしているのは、第二学園の生徒五人のうち、失格紋持ちの一人を除いた四人だ。




　……とは言っても、攻撃をした四人は、第二学園の中ではそこまで魔法が得意という訳でもない。

　特に優秀な生徒たちは、みんなミスリルの精錬せいれんで忙しいし。




　そのため、魔法を撃つのは速かったものの、無力化できたのはせいぜい二十人といったところ。

　敵は百五十人くらいいるので、ほとんど無傷だ。




　第一学園の詠唱が終わる前に、小魔紋の二人は第二射を撃つことができたが、それで倒せたのはたった九人。

　そして、残りの百二十一人のうち、詠唱を失敗した数人以外の魔法が、一斉に第二学園の生徒へと襲いかかり──

　第二学園の生徒たちの直前で、消滅した。




「「「「なっ……」」」」




　それを見て、第一学園の生徒たちが驚愕きょうがくに声を失う。

　魔法が消滅した理由は、簡単だ。

　今まで攻撃に加わらなかった失格紋の生徒、エシルが、第二学園の生徒たちの前に立ち、百人以上によって放たれた魔法を結界魔法で防いだのだから。




　そして、結界魔法の後ろから、第二学園の生徒たちが魔法を撃ち込む。

　結界をすり抜けた魔法が第一学園の生徒へと降り注ぎ、第一学園の生徒たちはパニック状態になった。




「やはりあの結界、えげつないな……」




「相手の魔法の威力が低いから、あんなことができるんですけどね」




【許可指定型小型結界】。




　味方として指定した人間の魔法だけを通し、それ以外を全すべて弾はじく結界魔法だ。




　俺が対抗戦のために、代表生徒に教えた魔法はこれ一つだが、十分な成果を発揮しているようだな。

　実は失格紋は、近距離戦闘のほかに、小規模結界魔法とも相性あいしょうがいいのだ。

　結界魔法の範囲は、味方を囲えるだけあればいいからな。

　大規模結界を張る場合は、栄光紋の魔道具に頼ることが多いが。




「うろたえるな！　相手は少数！　距離を詰めれば結界は無意味だ！」




　第一学園にも、まだ冷静な生徒はいたようだ。

　少数ではあるが、第一学園の生徒が隊列を組み直し、一気に第二学園の生徒の方へ走り始めた。

　──まあ、失格紋相手だと、それは悪手なんだけどな。




「プランＢに移行！」




「了解！」




　第一学園の動きを見て、エシルが残りの四人へと声をかける。

　すると、エシル以外の四人は散開し、敵の魔法の範囲から逃れた。

　そしてエシルが結界を解き、懐ふところから一本の金属棒を取り出すと──




「ふんっ！」




　接近しようとした生徒たちに向け、振りぬいた。

　金属棒を受けた第一学園の生徒が、まとめて数メートルも吹き飛ばされ、同時に結界魔法を砕くだかれて失格となる。

　これが実戦であれば、死んでいただろう。




「な、何だあの力は……」




「化け物だ！　化け物がまだいたぞ！」




　特に体格のいい訳でもないエシルが、人を数メートルも吹き飛ばしたことに、第一学園の生徒たちが驚きの声を上げる。

　だが、何のことはない。ただの身体しんたい強化だ。

　迷宮壁へきの採掘は、長時間魔法を使いながら動き回る訓練になるからな。




　少し慣れれば、このくらいはできるようになる。

　今の一年生の中で言うと、大体中の上といったところだろうか。




　その後の展開は、一方的だった。

　第一学園の生徒たちは詠唱の時間さえ与えられず、エシルに吹き飛ばされたり、魔法を受けたりして次々に無力化されていく。

　そして、五分としないうちに第一学園の生徒たちは全滅し──




「試合終了！　勝者、第二学園！」




　静寂に包まれた闘技場に、審判の声が響いた。




「みっ……認められるか、こんな結果！」




　第一学園が負けたことに対し、フェイカスはすぐに文句を付け始めた。

　うん。何となく、そんな気はしていた。




「なぜ認められない。事前に決めた通りに戦って、結果が出たのだぞ？」




　それに対して、エデュアルト校長が反論する。




「相手はどう見ても、化け物ではないか！　化け物は外はずすと言ったはずだ！」




　そう言われてもな。

　事前に外すことになっていたのは、俺とルリイとアルマだけだ。




　この三人にしたって、化け物ではない。

　もし化け物呼ばわりしたりすれば、そいつは禿げ上がることになるだろう。

　もっとも、フェイカスはこれ以上禿げようがなさそうだが。




「今回の代表者は、我が学園の誇る優秀な生徒達ではあるが、他とかけ離れている訳ではないぞ。化け物というのは心外だな」




　エデュアルト校長が、更に反論した。

　実際のところ、代表の生徒たちはそんなに強い方ではないからな。

　この言い方は、恐らく代表生徒たちに配慮しているのだろうが。




「……ならば、それを証明しろ！　どうせ噓だろうがな！」




「そう言われても、今日は代表とマティアス以外の生徒は、一人しか連れてきていないものでな」




「ならば、そいつと戦わせろ！」




　なんか、無茶苦茶言い出したぞ。

　ビフゲルがあのまま育っても、ここまで酷くなりはしなかったんじゃないだろうか。




　俺としては別に、イリスが対抗戦に出てもかまわない。

　だが、生徒達が可哀想だな。

　第一学園の生徒達はかなり歪ゆがんだ価値観を持っているようだが、それはフェイカスに植え付けられたものだろうし。




　なので俺は、平和的解決策を試みることにした。




「だってさ。戦ってみるか？　イリス」




　そう言いながら俺は、通信魔法を使い、イリスに簡単な作戦を伝える。




「いいですよ！　戦いましょう！　……でも武器を持ってくるのを忘れてしまったので、貸してもらえますか？」




「ああ。問題ない。……この剣を貸して構わないか？　もちろん、妙な細工さいくはしていない」




　そう言って俺は、フェイカスに剣を手渡す。

　フェイカスは剣を受け取って眺め、乱暴に俺へと返した。




「ふん。第二学園に相応ふさわしい、野蛮な剣だな。こんな物で勝てるというのなら、そうしてみろ！」




　戻ってきた剣を、俺はイリスに手渡す。

　それをイリスが受け取り──




「うーん。この剣、ちょっと柔らかすぎませんか？　せめてアダマンタイト合金じゃないと……」




　などと言いながら、握りつぶした。

　しかも、持ち手ではなく刃の部分を、素手すでで。




「ほら。壊れちゃいました。……仕方ないので、素手で戦うことにします」




　そう言ってイリスは、刃のねじ切れた剣を悲しそうに見つめる。

　生産魔法の練習用に作ったものなので、この剣に価値はないが、それでも鋼鉄製だ。

　インパクトは絶大だった。




「ひぃっ!?　ば、化け物！」




　イリスを見て、フェイカスが後ずさる。




「化け物なんて酷ひどいじゃないですか！　これでも私、女の子なんですよ！」




　そのフェイカスを見つめながら、イリスは剣を握りつぶしたり折りたたんだりして、金属製のボールを作り始めた。

　素手で。





「う……うわぁぁぁぁ！」
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　その姿に、恐怖を覚えたのだろう。

　フェイカスはその場から逃げ出そうとし、観客席に足を引っかけて無様ぶざまに転んだ。




　そこに、エデュアルト校長が声をかける。




「これで分かっただろう？　……ところで、だ」




「なっ、なんだ！」




「無詠唱魔法を見て、第一学園の生徒たちは随分と驚いていたようだが……まさかお前は、まだ無詠唱魔法を教えていないのか？　無詠唱魔法の普及は、国王直々じきじきの命令だったはずなのだが」




「確かに、そのような王命はあったな」




「ではお前はなぜ、未いまだに無詠唱魔法を教えていないんだ？」




「無詠唱魔法など、信用できるか！　実績ある詠唱魔法のほうがいいに決まっている！　だいいち、教え方など私は聞いていないぞ！」




「……第二学園式教育に関する資料は渡したし、必要であれば第二学園から指導者を派遣するとも言ったはずだが？」




「その資料とは、序文に『栄光紋は戦闘に向かない』などという妄言もうげんの書かれた、信憑性しんぴょうせい皆無の紙束たばのことか!?　あんなもの、とっくに焼き捨てたわ！　無益どころか、有害ですらある！」




　それを聞いてエデュアルト校長は、呆れたような顔をする。

　いや、実際に呆れているのだろう。




「……繰り返し言うようだが、無詠唱魔法の教育は、国王陛下直々の──」




「たとえ王命であろうともだ！　私はこの国の教育を、下賤げせんな失格紋や、凡庸ぼんような常魔紋共から守らねばならん！」




　その発言を聞いて、エデュアルト校長が片膝ひざを地面についた。

　俺もそれにならい、膝をつく。




　もちろん別に、フェイカスに対して敬意を示した訳ではない。

　敬意を示すべき相手は、フェイカスから少しずれた位置の、特別観客室にいた。




　この施設が作られた頃、特別観客室がどのように使われていたかは分からないが、現在の用途は、一つしかない。

　──王族が、闘技場を見る際に使うのだ。




「国王陛下。こう申しておりますが、いかがいたしましょう」




　ひざまずいたままの姿勢で、エデュアルト校長がうやうやしく告げる。

　国王陛下、と聞いたところで、フェイカスは真まっ青さおになり、それから後ろに向き直って平伏する。




「こっ、国王陛下！　これは言葉のあやというやつでして、決して──」




「近衛このえ兵！　反逆者の首をはねよ！」




「はっ！」




　弁解をしようとするフェイカスを無視して、国王は無慈悲に告げた。

　それに対し、あらかじめフェイカスの近くにスタンバイしていた近衛兵が即座に返事を返し、剣を振り上げる。

　随分と行動が速いようだが、これには理由がある。




　この処刑は、元々予定されたことなのだ。

　フェイカスの反逆行為に関する調査は、俺達による報告をもとに、とっくに済んでおり、あとはいつ処刑するかという段階だった。

　そこで俺達は国王と相談し、最適なタイミングを選んだのだ。




「こ、国王陛下！　私の話を──」




　最後まで言い切ることさえできずに、フェイカスの首が飛ぶ。

　大事なのは、ここからだ。




「……さて、我が王立第一学園の生徒諸君」




　国王はそれを見届けてから、今度は闘技場のほうに向き直る。

　第一学園の生徒は、すでに全員が片膝をついていた。




「これ以降、諸君らは第二学園の協力のもと無詠唱魔法の教育を受け、現在遂行すいこう中の作戦に協力することになる。異論はないな？」




「はっ！」




　第一学園の生徒が、いっせいに返事をする。

　その声に、反抗の意思はまったく感じられなかった。




　これこそが、今のタイミングでフェイカスを処刑した理由だ。

　いきなり栄光紋が戦闘向きでないなどと告げられても、生徒たちは混乱し、反発するだけだっただろう。

　フェイカスのように表立って反逆することはないだろうが、教育の効率は大幅に下がったはずだ。




　しかし、少人数の第二学園生に打ちのめされ、さらに目の前で校長が処刑されたとなれば、話は別だ。

　人間、立て続けに予想外のことが起こると、感覚が麻痺まひしてくるものだからな。




　多少手荒な手段かもしれないが、今は王都大結界を完成させるために、一刻も早く第一学園生の協力を得る必要があった。

　……だが、どうやら上手うまくいったようだ。




　◇




　対抗戦から、少し経たった頃。

　第一学園生に無詠唱の魔法を教えるのを待つ関係で、俺達の結界製作の忙しさは、いくらか和やわらいでいた。

　そんなある日のことだ。




「……文化祭？」




　文化祭をやるという理由で、俺達一年生は校庭に集められていた。

　魔族との戦いがあるとは言っても、学校行事は中止にならないらしい。




「これは文化祭という名前ではあるが……実際の目的は、商売について知る訓練だ。第二学園は主に戦闘や魔法を教えるが、この二つだけでやっていけるほど、この世界は甘くないからな。今のうちに、基本を身につけておく」




　そう言って校長は、一瞬俺達の方に視線をやって……。




「……まあ、中には戦闘と魔法だけでやっていけそうな奴もいる、というか無詠唱魔法の授業を受けた者は、割とそういう奴ばっかりになってるんだが……とにかく、知っておいて損をすることはないだろう」




　こう言った。

　すると、生徒たちが一瞬俺の方を見て、うんうんとうなずき始めた。

　おい、なんでこっちを見る。




「ということで、諸君には一週間後の文化祭で、飲食店を出店してもらう！　……ああ、今回の出店は、クラスじゃなくてパーティー単位でやってくれ。人数が多すぎると、仕事のない奴が出てくるからな」




　それを聞いて、俺とルリイとアルマとイリスは顔を見合わせた。




　生徒が組んでいるほとんどのパーティーは、六人いる。

　だが俺達のパーティーは、四人しかメンバーがいないのだ。

　つまり、四人だけで一つの店を回せということになる。




　しかも……。




「この中に、飲食店の経験者、いるか？」




　誰だれも、手を挙げない。

　イリスに関しては言うまでもないが、ルリイもアルマも元々は貴族だし、学園に来てからは狩った魔物を売っていたので、飲食店で働く必要などなかったのだ。




　そんな不安を抱えつつ、俺達は材料や店の大きさなどについて、説明を受けた。

　材料に制限がなければ、迷宮から材料でも取ってきて、そのパワーでゴリ押しできるのだが……その手も通用しないようだ。




　食材は市販のものに限定されていて、金額の制限までかけられている。しかも、その金額がかなり少ない。

　俺は前世で料理用の魔法なども作っていたが、使う素材が色々と特殊だったので、制限の範囲内で確保できるとは思えないし。




「……これ、無理じゃない？」




　話を最後まで聞いたアルマが、こう呟つぶやく。

　確かにこの班にとって、今回の文化祭の条件はかなり不利だ。

　まあ、結界製作が忙しければ、休んでもいいと言われているが……できれば、このメンバーの料理とかも食べてみたいんだよな。

　普段は、そういう機会ってないし。




「俺は、市場でどんな素材が売ってるかなんて知らないんだが……簡単に調理できてうまい素材って、どっかにあるか？」




　俺はとりあえず、そう聞いてみるが……あまり期待はしていない。

　第一、簡単に調理できてうまい素材なら、それなりに高くなるだろうし。




「うーん……ルリイ、料理得意だったよね？」




「そうなのか？」




「お母さんに色々教わっていたので、料理は得意です！　安くて美味おいしい素材にも、心当たりはあるんですけど……調理に時間がかかるんですよね……一週間くらいかけると、一番美味しくなるんですけど……最低でも、二日は煮込まないといけませんし……」




　二日間か……。

　それだけの時間をかけるのは、まず無理だ。

　今やるべきは結界の製作であって、文化祭は空いた時間にやる程度だし。




　……でも、ただ煮込むだけなら短縮の方法はある。




「加速するのはどうだ？」




「……加速？」




「ああ。煮込みに限らず、物の時間の変化を加速させる魔法があるんだ。そいつを鍋なべにかければ、時間を短縮できる。作った後は鍋の時間経過を遅くして、腐くさらないようにしておけばいい」




「……それってまさか……時間操作魔法ですか!?」




「ああ。時間操作だ。だから結構魔力を食うけど……今回はイリスがいるからな。一応言っておくが、時間を戻すのは無理だぞ」




　時間操作系の魔法は、基本的に魔力消費が多い。

　特に時間を戻す魔法なんかは、理論上は作れるものの、この世にある全魔力をかき集めても、実用的なレベルの時間は戻せないといわれるほどだ。

　まあ、料理を加速するくらいなら大した出力はいらないので、ドラゴンとしての魔力を持つイリスがいれば何とかなるが。




「いや、魔力とかそういう問題じゃないと思うんだけど……」




「空間魔法が使える時点で、なんとなくそんな気はしてたけど……やっぱり時間魔法も使えちゃうんだね……」




　今の世界、時間魔法もないんだな……。

　経年劣化を抑えるために時間魔法を使うとか、前世では一般的だったのだが。

　そんな感じで、魔法を色々と使いながら準備をしつつ……俺達は、文化祭当日を迎えた。




　◇




「な……何でこんな料理が、この期間で出せるんだ！」




　第二学園の校庭に、叫さけび声が響いた。

　俺達の料理を食べた男が、いきなり大声で叫んだのだ。

　それを聞いて、隣にいた男が同じものを食べ……俺達に聞く。




「……これ、一週間で作れるものじゃないだろ……正直に答えてくれ。この料理、どこから買ってきた」




　どうやら、この人は文化祭のルールを知っていたらしい。

　もしかすると、こっそりやってきた審査員とかだろうか。

　この文化祭には、賞とかあるみたいだし。




　じゃあ、正直に答えた方がよさそうだな。




「買ってきた訳じゃありません。時間魔法で鍋を加速して、規定の時間内に作りました」




「……鍋を加速？　全く訳が分からんが……もしかして、君がマティアスか？」




「そうです」




「……なるほど。それが本当であれば、文句なしに優勝だが……とりあえず、校長と相談してみることにするよ」




　そう言って、審査員らしき男は去って行った。




　──それから、数時間後。

　閉会式で、審査の結果が発表された。

　結論から言うと──俺達は優勝することができなかった。

　その代わりに、別の賞が与えられた。




　──審査員特別最高賞──

　チームマティアスは、魔法を活用し、全チーム中で最高の料理を作り上げた。

　本来であれば優勝となるところだが、使用された魔法と魔力は金額換算すると天文学的なものであり、本文化祭の目的である『商売の基本の習得』とはほど遠いものであった。

　そのためチームマティアスには、この賞を授与する。




　◇




「うん。なかなかいいペースですね」




　文化祭から数日が経った頃。

　対抗戦によって得た第一学園の協力は、着実に効果を発揮してきていた。




　第一学園生の練度は決して高いとは言えないが、やはり数は力だな。

　精錬の初期段階などの、比較的簡単な作業を第一学園が、精錬の仕上げと成形を第二学園が担当するような形で、材料がどんどん完成していく。

　対抗戦までは人数比の関係で暇ひまそうにしていることのあった栄光紋以外の生徒も、栄光紋の生徒が一気に増えたことで、大分忙しくなっているようだ。




「第一学園の指導にはもう少し時間がかかると思っていましたが、案外早く戦力になってくれたようです」




　俺の言葉に、エデュアルト校長が満足そうに頷く。

　先生が指導に慣れてきたのと、例の対抗戦が功を奏したのだろう。

　授業の初めで、第一回対抗戦のルリイの強さが、無詠唱魔法によるものだと明かしたおかげもあるかもしれないが。




「ところで、だ」




　一度言葉を切ったエデュアルト校長が、真剣な表情で俺を見据える。

　何かあったのだろうか。




「どうしました？」




「例の対抗戦に出てきたときの、フェイカスの様子を覚えているか？」




　ああ。フェイカスのことか。

　校長は、魔族による洗脳などを疑っているのかもしれない。

　だが、それは杞憂きゆうだ。そのくらいは想定して、ちゃんと魔法で調べたからな。




「ああ。フェイカスのことなら、あれはただの馬鹿ですよ。別に洗脳魔法などは──」




「それは、私も分かっている。問題は……その……頭の中身ではなく、表面のことだ」




　頭の……表面？

　フェイカスの頭に、何かあっただろうか。

　……ああ。




「髪のことですか」




　確かにあれは、不審に見えるかもしれないな。

【毛根死滅】によって、一晩でハゲ上がらせた訳だし。




「そうだ。マティアスはストレスがどうとか言っていたが、やつがハゲたのは、もしかしてマティアスの魔法によるものか？」




「さあ、どうでしょう」




　だが、俺は答えをはぐらかす。

【毛根死滅】は前世の時代でも、一時はあまりに非人道的だとして、禁呪指定を受けていた魔法の一つだ。

　手軽に修復ができる魔法が開発されてから、禁呪指定は解かれたが、あまりイメージのいい魔法ではないからな。




「いや、その点を詮索せんさくするつもりはない。……だが、もし、もしもだぞ？　あれがマティアスの魔法だとしたら……ハゲさせるだけではなく、生えさせることもできたりするんじゃないか？」




　……ああ。そういうことか。

　エデュアルト校長も、もう割と年だもんな。




「……貸し一つですよ」




「承知した！」




　即答したエデュアルト校長に、俺は【毛根再生】の魔法をかける。

　髪が生えるのを待たないといけないため、【毛根死滅】ほどの即効性はないが、しばらくすれば効果が出てくるだろう。

　他の魔法を使えば即効性を出すこともできるが、不自然な感じになるからな。




「魔法はかけました。後数ヶ月もすれば、効果が発揮されるでしょう」




「……感謝する」




　この魔法、もしかしたら儲もうかるかもしれないな。

　金なら足りているので、別にこれを商売にする気はないが。

　まあ、校長の髪のことは置いておくとして、問題は結界だな。
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「……ペースは上がったが、これでようやく、間に合うかどうかってところなんだよな……」




　俺おれは結界の材料が作られる様子を見ながら、魔族の襲来時期について考えていた。

　このペースでも、結界の完成は、魔族の襲来予測とさほど変わらない時期になるだろう。




　かといって、これ以上人数を増やしても仕方がない。

　指導ができる者の人数は限られているので、これ以上素人しろうとを増やすと、逆に収拾がつかなくなって時間がかかることになる。

　場合によっては、魔族と一戦交えた後に結界を張ることになるかもしれないな。




　ともかく、今は可能な限り早く、結界を組む必要がある。

　そのために俺は、パーティーメンバーを集めていた。




　つまり、イリス、アルマ、ルリイの三人だ。

　様子を見るために、校長も来たようだが。




　ちなみにイリスは無事に編入試験に合格し、ルリイに次ぐ、一年生の第三席ということになった。

　おそらく、魔法を撃った数と破壊した的の数で採点をすればイリスは次席になっただろうが、あの絶望的な魔法制御力を見て、イリスを次席にするのはまずいと思ったのだろう。

　正直、俺もそう思うし。




「今日は、何をするんですか？」




　全員が集まったところで、最初に来ていたルリイが俺に聞く。




「結界の、材料集めだ」




「材料？　ミスリルですか？」




「いや。そっちは他ほかの生徒たちに任せることになる。今日取りに行くのは、魔石のほうだ」




　ミスリルは必要量が多すぎて、俺達が多少手を出したところで、そこまで状況が変わるようなものではない。

　魔力量がものを言う面もあるから、とにかく人数が正義だ。

　俺が栄光紋であれば、他にやりようもあったのだが。




「魔石というと……結界のメイン魔石ですか？　あれって確か、六十センチ級が必要なんですよね？」




「ああ。それを今日取りに行く。まあ、夕方あたりには帰ってこれるかな」




　そう言って俺は、迷宮の方を指した。

　ここで魔石を入手するのに、一番手っ取り早いのは迷宮だからな。




「……六十センチ級の魔石が、まるで薬草か何かみたいな扱いだな……」




「マティ君を見てると、常識がどんなものだったか、忘れそうになりますよね……」




　校長とアルマが、呆あきれたような声を上げる。




「六十センチ級となると、凄すごく強い魔物を倒さなきゃいけませんよね？　そんな魔物、見つけるのでさえ難しいと思いますけど……何か、簡単な入手方法があるんですか？」




「あるぞ。方法はいくつかあるが、例えば……ふむ」




　言いながら俺は、イリスを見る。




「あの、魔石の話をしているときにワタシを見るの、やめてほしいんですけど……」




　俺の視線を受けたイリスが、おびえた表情で後ずさる。

　確かにイリスは、六十センチをはるかに超える魔石を持っている。




　だが、それはやめておく。

　イリスは、大事な交通手段だからな。

　それに、こんなのでも前世からの知り合いだし。




　ということで、俺は別の手段を提案する。




「……例えば、魔物を召喚するとかだな」




「魔物を……召喚する？　そんなことができるんですか？」




「ああ。でも、いろいろ条件があるし、割と繊細な技術だから、真似まねはしないほうがいいぞ。小さい魔物ならいいけど、大きい魔物は危ないから」




　魔物の召喚は、少し間違えると失敗することになる。

　ただ魔物が出てこないだけなら、まだいい方だ。

　下手へたをすると、予定より遙はるかに強力な魔物が出てきたりする。




　前世には、その現象を悪用して、強い魔物を呼び出して戦おうとしたこともあったな。

　そこそこ強い魔物は出てきたものの、天然の最強クラスには敵かなわないレベルだったので、途中でやめたが。




「心配しなくても、六十センチの魔石を持った化け物なんて、わざわざ召喚しないよ！」




「六十センチくらいなら、多少事故っても出てくるのはせいぜい七十五センチだから、何とかなるけどな」




「何とかならないと思う……」




　そんな会話を経つつも、俺達は迷宮へと進んで行く。

　行き先は、すでに決まっている。

　この前迷宮に潜もぐった時、使えそうな場所に目星を付けておいたのだ。




　◇




　それから、十分ほど後。




「とりあえず、十七層まで行くか」




　校長と別れ、迷宮へと入った俺は、最初にこう宣言した。




「『とりあえず』の基準がおかしい！」




「十七って、今はもう攻略できる人がいない階層じゃないですか！」




「……十七階層って、そんなに大変なところでしたっけ？　ガイア……ワタシの昔の知り合いは、六百五十四階層がどうとか言ってましたけど……」




　宣言に対する温度差は、イリスと残りの二人では、大分違うようだ。

　イリスが六百五十四階層に突っ込めば、確実に死ぬけどな。

　今の俺でも、生きて地上に戻るのが精一杯だろう。




「魔族よりは弱いから、問題ないと思うよ」




「基準が……」




「まあ、話してるだけじゃ分かりにくいよな。とりあえず潜ろう」




　そう言って俺は、パーティーを先導し始める。

　──そして、およそ一時間後。




「ここが、十七階層だ」




「あれ？　……意外と、倒せる？」




　進みながら、弓で魔物を倒してきたアルマが、拍子抜けしたような声を上げる。

　ルリイはアルマのサポートだが、こっちも難なくこなせているようだ。




　十七階層なんて、ちゃんと訓練をすれば、厳しい場所ではないからな。

　もちろん、たとえ一階層であろうと、油断は禁物だが。




「……十七層でも、意外と大変なんですね……。当たれば倒せるのに……」




　逆にイリスは、自分で想像していたほどの力を発揮できていないようだ。

　パワーはあるのだが、人間の体での戦闘術が、素人にもほどがある。

　最低限の剣の振り方などは教えたはずなのだが、あまりセンスはないかもしれない。




　これに関しては、後で俺が教えた方がいいだろうな。

　他の生徒と模擬戦などをやらせると、確実に死人が出るし。




「ってことで、始めようか。ルリイ、魔石にこの魔法陣を刻きざんでくれ」




　そう言って俺は、ルリイに小さめの魔石を渡す。




「分かりました！」




　何もないところから、魔物を生むことはできない。

　魔石を核として、召喚するのだ。




　ルリイも魔道具作りには慣れてきたようで、付与はすぐ終わった。

　俺はそれを、地面に突き刺す。

　魔力の流れや地形を考えると、ここが召喚に最適だ。




「よし。そこに魔物が出るから、ちょっと離れてくれ」




「えっ！　もう出てくるの!?」




　アルマが、驚いたような声を出す。




「ああ。六十センチ級の魔物なら、別に大した準備は必要ないぞ。一番用意が大変なのは、召喚に使う魔力だな」




　魔物の召喚は、大量の魔力を要求する。

　だが俺達のパーティーには今、膨大な量の魔力を持つ竜がいるのだ。




「ってことでイリス、こいつに魔力を注そそいでくれ。……入れすぎると事故が起こるから、少しずつだぞ」




「わかりました！　少しずつですね！」




　そう言ってイリスが、魔石に手を当てた。




「少しずつ、少しずつ……」




　そう言いながら、イリスが──膨大な量の魔力を、魔石に押し込み始めた。




「ちょっと待て！　量がおかしい！」




　俺は慌てて、イリスを止めようとする。




「やっぱり、足りませんでしたか！　増やします！」




　だが、何を思ったのか、イリスは逆に魔力の投入量を増やし始めた。




「増やすな！　減らせ！　っていうか切れ！」




「わ、わかりました！」




　言われてイリスは、ようやく魔力の供給を止めた。

　だが、すでに手遅れだ。




　魔石には予定したよりはるかに多い魔力が注ぎ込まれ、黒く輝き始めている。

　まだ魔物が出現していないのは、魔力の量が多すぎて、魔物の形成に時間がかかるせいだろう。




　だが、この状態も三十秒もつかどうかといったところだ。

　俺は魔石の様子から出てくる魔物のサイズを推測し、即座に判断を下した。




「階層が崩落する！　いったん逃げるぞ！」




　出てくる魔物は、間違いなくこの階層には収まりきらないサイズだ。

　だから魔物が召喚された瞬間、天井てんじょうか床のどちらかが破壊され、十七層は上下いずれかの階層と一体化することになる。




「分かりました！」




「どっちに逃げればいいの？」




「こっちだ！」




　狭い部屋は、周囲に柱となる部分が多いので、比較的安定している。

　そのため俺は、近くにあった中で、一番狭い小部屋へと逃げ込む。

　三人が、少し遅れてついてきた。




「ルリイ、これを刻んで、壁に突き刺してくれ！」




　そう言って俺は、魔石と魔法陣を書いた紙をルリイに渡す。




「分かりました！」




　俺も魔石に、同じ魔法陣を刻んでいく。

　付与するのは、単純な強化の魔法だ。

　これで、周囲の崩落だけでも防ぐ。




　少しすると、周囲から迷宮壁へきが崩れる轟音ごうおんが聞こえてきた。

　聞こえる方向からして、崩れたのは天井のようだな。




「なあイリス、魔力は少しずつって言ったはずだよな？」




「はい！　だから、少しずつ注いだんですけど……」




「あれは、少しずつとは言わないぞ」




　あの短時間で、そこらの魔法使い百人分以上の魔力が、魔石へと注ぎ込まれた。

　しかも、途中で増やし始めたし。




「そ、そうなんですか？」




「むしろ、なぜそうじゃないと思った」




　いくら基準がずれているとは言っても、限度がある。

　ドラゴン基準でも、あれは『少しずつ』ではないはずだ。




「知り合いの人が昔、『ちょっと魔法を試し打ちしてくる』って言って、山を三つくらい吹き飛ばしてましたし……」




「……そんな非常識な奴やつがいたのか」




「はい。少し試してみると言って、全盛期のワタシより強い魔物を召喚したこともありましたね」




　そんな常識の欠片かけらもない奴と、俺を一緒にしないでほし──あれ？

　よく考えてみると、心当たりがある気がする。

　もしかして……




『……それって、俺のことか？』




『はい。前世のガイアスさんです』




　竜語での質問に、イリスが同じく竜語で答える。

　……うん。




「とりあえず、魔物でも倒すか」




　イリスの常識は、後で直すことにしよう。




　崩落が完全に収まったのを確認して、俺は出口の前へと立った。

　入った部屋には扉がついていなかったが、崩れてきた岩石のおかげで、今のところは見つからずに済んだようだ。




　魔力の反応からすると……出てきた魔物は、竜の類たぐいだな。

　魔石のサイズは、八十センチを下らないはずだ。




　六十センチ級の魔石を持つ魔物を召喚しようとした場合、多少事故ってもせいぜい七十五センチ級の魔物しか出てこない……というのは、正確な表現ではなかったようだ。

　魔力の加減を知らない者が、考えなしに大量の魔力を突っ込めば、こういうことも起こりうる。

　魔力災害が発生しなかっただけ、まだマシなのかもしれないが。




「イリス、先頭を頼む」




「わかりました！」




　言ってイリスが、岩石を蹴けりで吹き飛ばし、外に出る。





「よし！　いつでも──うわぁぁぁ！」






「い、イリスさん！」




　次の瞬間イリスは、竜の攻撃を食らって、吹き飛ばされていった。

　ルリイとアルマが、驚きの声を上げる。

　それを確認して、俺は叫さけんだ。




「今だ！　外に出るぞ！　今回はこの魔法陣を使え！」




　そう言って、ルリイに魔法陣を書いた紙を渡す。

　予定では、別の魔法陣を使う予定だったのだが、こいつは硬すぎて六十センチ級用の魔法は効かないからな。




「わ、分かりました！　……でも、イリスさんが！」




　ああ。イリスの心配をしているのか。




　人化していても、竜は極きわめて頑丈だからな。

　特に、魔力回路がボロボロになってしまったとは言っても、イリスはそこそこ格の高い竜だ。

　こんな魔法で召喚できる竜に、傷つけられる道理はない。




「イリスなら大丈夫だ！」




　俺がそう言ったところで、イリスが落ちてきた。

　その体には、傷一つない。




「び、びっくりしました……同じ竜なのに、何でいきなり攻撃してくるんですか！」




「そりゃあ、今のイリスは人間にしか見えないからな。……ところでイリス。あれ、説得できないか？」




　落ちてきたイリスに、俺はそう相談する。




「な、なんて説得すればいいですか？」




「そうだな……竜語で復唱してくれ」




「はい！」




「この羽根付きトカゲ！　大人しくくたばれ！」




《この羽根付きトカゲ！　大人しくくたばれ！　……え？》




　きょとんとするイリスに、竜が殺意に満みちた視線を向ける。




《キサマ……コロス！》




　そして、イリスに襲いかかった。




　……よし。

　囮おとり役を固定することに成功したぞ。

　ちなみに『羽根付きトカゲ』というのは、竜に対する最大級の侮辱だ。




「いいぞイリス！　その調子で、竜の気を引いておいてくれ！」




「わ、ワタシを囮にするんですか！」




「囮じゃない！　盾たて役だ！」




「同じじゃないですか！」




　この竜くらい攻撃力が高い相手だと、ルリイやアルマに攻撃が向いた時のことが心配だからな。

　その点、イリスであれば問題はない。

　もしイリスが寝ていたとしても、この程度の竜がイリスを倒すことはできないだろうし。




　……まあ、この竜がそのまま地上に出たら、王都くらいは滅ぶんだけどな。




　そんなことを考えながら、俺は魔法を展開し始めた。




「この矢って、普通に撃ち込めばいいんですか？」




　魔法を付与した矢をアルマに渡しながら、ルリイが俺に聞く。




「そうだ！　とにかく数を当ててくれ！」




「分かりました！」




「了解！」




　答えながら俺は、地面に魔法を仕掛けていく。

　元々の予定では、【特殊魔力エンチャント】で首でも落として瞬殺しゅんさつするつもりだったのだが、このクラスの相手だとそうはいかない。

　敵が頑丈すぎるせいで、敵を倒すより先に階層の魔力が飽和して、魔力災害が起こってしまうのだ。




　そして魔族相手に仕掛けたような、毒系の魔法も無意味だ。

　そもそも皮膚に矢が通らない上、通ったところで、体が大きすぎて膨大な数の魔法が必要になる。

　こっちが魔力切れになる方が早いだろう。




　だから、別の魔法を使う。

　アルマが放つ矢は、今までの矢のようには刺さらないが、当たった端から竜にくっついていく。

　付与したのは、そういう魔法なのだ。




「ワタシは、何をすればいいですか！」




「適当に攻撃して、気でも引いててくれ！」




　俺が今回使っているのは、設置型の魔法だ。

　発動するまでは、敵の竜は気にも留めないだろう。

　だから、イリスは安心しておと……盾役ができるという訳だ。




「わ、わかりました！　最初はびっくりしましたけど、こいつ攻撃は強くないですね！」




　言いながらイリスは、竜を殴りつけ、反撃を受け止めている。

　それ、お前が頑丈なだけだぞ。人間なら普通死ぬからな。




　ただ、竜の側もイリスの攻撃など気にも留めていないようだ。

　最初の挑発が効いているおかげで、こっちに攻撃が向くことはないが。




「ところでこいつ、『竜の息吹いぶき』を撃ってきませんけど……出来損できそこないか何かですか？」




　竜の攻撃を受け止めながら、イリスが聞いてくる。




「ああ。それは俺が消してるからだ」




　なおも魔法を仕掛けながら、俺は答える。

　イリスの『竜の息吹』と違い、このクラスの竜の放つ『竜の息吹』であれば、見て分かるような動きが出る前からでも、止めることができるのだ。

　かなり片手間で、適当に消しているので、イリスが気付かなかったのも仕方ないかもしれないが。




「『竜の息吹』がそんな簡単に消されてしまうと、同じ竜としてなんか複雑な気持ちになりますね……味方にする分には、心強いんですけど」




　言いながらイリスが、竜の踏みつけを、片手で受け止めようとする。

　あまりお勧めできない方法なので、一応注意しておくか。







「イリス、上からの攻撃は避けた方がいいぞ。あんまり適当に受けてると──」




「わっ！」




「イリスさん！」




　どうやら、遅かったようだ。

　竜に押しつぶされるようにして、イリスの姿が消える。




「適当に受けてると、そうなるからな」




「あ、浅い階層の地面って、もろいんですね……」




　そう言ってイリスが、地面に開いた穴から這はい出でてくる。

　イリスは踏みつけに耐えたが、イリスを受け止める地面がもたなかった。

　竜と違って、人間の足は面積が小さいので、圧力を分散させられないのだ。
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「そろそろ、準備ができたみたいだな」




　イリスが時間を稼いでいるうちに、討伐とうばつの準備が終わった。

　地面は俺が設置した魔法だらけになり、竜の体には、大量の矢がくっついている。




「準備ができた！　二人とも、ちょっと離れてくれ！」




「分かりました！」




「了解！」




　二人が離れたのを確認して、俺はイリスに聞く。




　今回の魔法は、敵の【竜の息吹】を悪用し、方向や性質を反転させて、敵を自滅させるものだ。竜自身の魔力を使うため、魔法抵抗の影響をあまり受けずにダメージを通せるが、自分の魔力を使う魔法に比べると、発動に時間がかかる。




「イリス、何秒あれば離脱できる？」




「四秒くらいだと思いますが……余裕をみて、五秒ほしいです！」




　五秒か。

　それなら、奴が【竜の息吹】を撃つと同時に、こっちも魔法を起動して大丈夫だろう。




「分かった。次の【竜の息吹】は消さないから、適当にかわして離脱してくれ」




「はい！」




　イリスがあまり早めに離脱してしまうと、竜がおかしな方向で暴あばれ出すかもしれないからな。




　ちなみに、イリスを竜に戻して【竜の息吹】などを撃たせるのも少し考えたが、やめた。

　今のイリスに【竜の息吹】は荷が重いし、そもそもこの階層でイリスが竜に戻ってしまうと、迷宮にかける負担が大きすぎる。




　竜の魔力は、色々と特殊なのだ。

　それが、魔力回路が壊れて制御の効かない竜となると、なおさら酷ひどい。

　階層が四つや五つ吹き飛ぶだけならまだマシなほうで、下手すればここから上の階が全すべて崩壊してしまう可能性さえある。




　この竜を倒すくらいで、そこまでのリスクを取るのは割に合わない。

　そんなことを考えていると、敵の竜の魔力が急に動いた。

【竜の息吹】が発動する前兆だ。




「来るぞ！」




　魔力の動きにタイミングを合わせて、俺は妨害魔法の代わりに、今まで設置してきた魔法の制御術式を発動する。




「わかりました！」




　イリスが答えた直後、【竜の息吹】が発動した。

　余裕を持ってそれをかわしたイリスが、離脱するために走り出す。




　ほぼ同時に、地面や竜の体に仕掛けられた魔法が竜の魔力を吸収し、共鳴し始める。

　今まで一発も撃たせなかっただけあって【竜の息吹】の威力はしっかりしている。

　この感じなら、竜くらい一撃で倒せるだろう。




　そして──




「……あうっ！」




　イリスが、コケた。

　竜に踏まれたイリスが埋まった時、地面に穴が開いた。

　その穴に、つまずいたのだ。




「おい……」




　確かに、竜の姿であれば踏み潰つぶせるような段差なので、今までは気にする必要はなかったのかもしれないが……

　この術式、もう止まらないぞ。

　なぜ、今転んだ。




　俺が今いる位置は余波が小さくなるように術式を組んだが、それ以外はほとんど攻撃範囲だ。

　頑丈なイリスも、これだけの規模の魔法を受ければ、無傷とはいかない。

　特にこの術式は、竜に対して効果が大きくなるように作ってあるし。




　せめて、もう少し早く転んでくれれば、俺のいた場所へと運べたのだが、今からでは無理だ。

　……まあ、この距離なら何とかなるか。




　そんなことを考えながら、俺は追加の魔法を展開し始めた。




「イリス、伏せろ！」




「は、はい！」




　伏せたイリスの前に、俺は一種の防御魔法を展開する。

　威力を完全に殺しきれるものではないが、竜に対して高い効果を発揮するための魔法は無効化できるので、イリスの防御力なら大丈夫だろう。




　俺の方は、大した防御魔法を展開する時間がないので、軽く魔法で衝撃を緩ゆるめるだけだ。

　そして、爆発ばくはつに逆らうことなく、吹き飛ばされる。




　吹き飛ぶ途中、魔法で少し方向を変えることで、俺は障害物への激突を回避していく。

　結果──




「マティ君!?」




「だ、大丈夫ですか!?」




　ルリイ達のいた場所まで、吹き飛ばされた。

　距離にして、およそ百メートルといったところだろうか。




「大丈夫だ。人間は、高々百メートル吹き飛ばされただけで死ぬようにはできてないからな」




　そう言って、俺は立ち上がる。

　どうやら、怪我けがはせずに済んだようだ。




「いや、死ぬようにできてると思うけど……」




「十メートルでも、普通死にますよね……？」




　だが二人は、あまり納得いかないらしい。

　まあ、爆発への対策は色々とコツがあるからな。




「体を鍛えれば、耐えられるようになるぞ。コツは目や鼻から爆風を吸い込まないことだ。それさえ気をつければ、あとは高さ百メートルからの自由落下と変わらない……といえば、何となく生き残れそうな気がしてこないか？」




「してこないよ！」




「それ、イリスさんやマティ君の基準ですよね──何ですか、この音!?」




　話していたルリイが、急に言葉を切る。

　迷宮の中から、何か巨大な物が動くような轟音が聞こえたのだ。

　……まあ、何の音かは、魔力反応で想像がつくが。




「あー、この音は、心配する必要ないぞ」




「でも、明らかにヤバそうだよ!?　早く逃げなきゃ！」




　アルマが逃げだそうとしたところで、轟音が止む。

　それから、間もなく──




「魔石、持ってきましたよー！」




　迷宮の通路から、イリスが顔を出した。

　その後ろには、さっき戦っていた竜の死体が転がっている。

　さっきの轟音は、イリスが竜を引きずる音だろう。




「おう。怪我けがはないか？」




「はい！　マティアスさんのおかげで、助かりました！　……やっぱり人間の足って、小さくて不便ですね……迷宮に埋まったり、ちょっとした穴で転んだり……」




「慣れれば、便利な体なんだけどな」




　そんなことを話しながら、俺はイリスの体を魔法で調べる。

　どうやら、無傷のようだ。防御魔法はちゃんと役に立ったらしい。




「ところで、イリス」




　確認したところで、俺は切り出した。

　ついさっき、決めたことがあるのだ。




「はい、なんでしょう」




「突然だが、俺はこれからイリスを、正式にパーティーメンバーとして扱おうと思う」




　今までイリスは、あくまで竜としての扱いだった。

　だが今のイリスを竜として扱うのは、少し違うように思えるのだ。




　見た目は人間だし、社会的には人間として扱われている。

　イリスがこの姿をしている間は、俺もイリスを人間として扱うべきなのではないだろうか。

　そう、考えての発言だ。




「私が、マティアスさんのパーティーメンバーに……？　いいんですか？」




「もちろんだ。アルマとルリイも……それでいいか？」




「ボクも賛成！」




「私も、賛成です。イリスさんには、とても助けてもらっていますし！」




　俺の意見は、満場一致で可決された。




「これでイリスは、俺達のパーティーメンバーという訳だ。……となると、やっておいた方がいいことがあるな」




「やっておいた方がいいこと？」




「ああ。パーティーメンバーである以上、簡単に怪我をしたり、死んだりしてもらっては困るからな。イリスがその体に早く慣れるよう、ちゃんとした鍛錬たんれんをしようと思う」




「まさか、マティアスさんに心配される日が来るなんて……ありがとうございます！　是非お願いします！」




　俺の提案に、イリスが喜びながら答える。

　竜の体なら、そうそう怪我をすることはないが、それでも今回のようなことが起こらないとは限らない。

　俺だって、常にああやって魔法で守れるわけじゃないし。




「……マティ君が、ちゃんとした鍛錬？」




「な、なんだか、嫌な予感がするんですけど……」
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「これからちょっと、校庭借りていいですか？」




　魔石を回収した日の夕方。

　俺おれは訓練用の場所を借りるために、校長室へと来ていた。




「校庭？　何に使うんだ？」




「パーティー内で、戦闘の自主訓練です。一時的に校庭が壊れることになると思いますが、朝までには元に戻せると思います」




「構わないぞ。優秀な学園生の育成は大歓迎だし、マティアスには山ほど恩おんがあるからな」




　そう言って校長が、自分の頭を軽く叩たたく。

　……校長の頭皮で行われている育成事業は、順調に効果が見え始めているようだ。




　◇




　それから、十分ほど後。

　俺達のパーティーは、四人全員で校庭へと集まってきた。




「使用許可、取れましたか？」




「すんなり通ったぞ。ほら」




　そう言って俺は、校長に書いてもらった許可証を見せる。




「は、破壊の許可まであるんだね……。そんなにハードなの？」




　許可証には、使用に関する許可のほかに、翌日の朝七時までに修復することを条件に、校庭を破壊する許可がついている。




「ああ。短時間での訓練には、必要不可欠な許可だ。……ってことで、まずは会場をセッティングするぞ」




「セッティング？　このままじゃダメなの？」




　そう言ってアルマが、校庭を見回す。

　校庭はそこまで綺麗きれいに整備されている訳ではないが、大きな凹凸おうとつや、障害物などは存在しておらず、そこそこ使いやすそうに見えた。

　だが、もちろんこれではダメだ。




「今回の訓練は、目的が違うからな。……とはいっても、手でやると時間がかかるから、魔法を使おう。三人とも、ちょっと下がっててくれ」




「う、うん！」




「分かりました！」




　三人がちゃんと離れたのを確認してから、俺は、魔法を準備し始める。




「……あの、何か、魔力多くないですか？」




　起動された魔法を見たルリイが、そんな声を俺にかける。

　ルリイも、大分魔力が見えるようになってきたようだ。




「ああ。そこそこ消費の多い魔法だぞ。こんな感じで使うんだ」




　そう言って俺は、校庭の真ん中へと走りながら──校庭へと、巨大な火球を連続で撃ち込む。

　火球は校庭に当たるとすぐに爆発ばくはつし、地面をえぐってクレーターを作る。

　それを少しの間繰り返すと──校庭の真ん中付近は、ほとんど平らな場所の存在しない、荒野となった。




「こ、校庭が！」




「校庭を壊す許可が、この上なく有効に使われていますね……」




　破壊された校庭の表面は、場所によってはガラス化したり崩れかけたりしており、極きわめて歩きにくい。




　それと、地面にはまだ燃えている場所もあったので、水をかけて消火しておいた。

　おかげで、その付近は水浸みずびたしだ。

　……うん。戦闘訓練には、最適な環境だな。




「よし、こんな感じでいいだろう。戦闘訓練を始めようか」




　そう言って俺は、待っていた三人を呼ぶ。




「ま、まさか……ここで訓練をやるの!?」




「てっきり、イリスさん達が戦っても大丈夫なように、一旦いったん壊してから強化するのかと……」




　そんなことをしたら、訓練をやる意味がなくなってしまう。

　今回イリスが危険な目に遭ったのは、不完全な足場のせいだ。




　そして、学校で行われる訓練では足下がしっかりと整備されているが、実戦ではむしろ、歩きやすい足場のほうが珍しいのだ。

　ここまで酷ひどい状況もそれはそれで珍しいが、ここで慣れておけば、大抵の場所には対応できるだろうからな。




「イリスは、この剣を使ってくれ」




　そう言って俺は、イリスにそこそこ頑丈な剣を手渡す。

　相手をするのは俺だから、刃などは潰つぶしていないが、壊れても惜おしくない性能の剣だ。

　魔法も、ひたすら強度を上げるように付与してある。




　……ルリイの付与も、だいぶ上手うまくなってきたみたいだな。

　竜の素材も手に入ったことだし、今度そこそこの性能の剣を作ってみるか。




「わかりました！」




　イリスが剣を受け取るのを見て、次に俺は、ルリイとアルマに目を向ける。




「ルリイとアルマは、この魔法を付与して射撃練習だな。的は──」




　今、この世界で使われている的では、大きすぎて練習にならないだろう。

　そもそも、止まっている的を相手に練習したって、実戦での効果はたかがしれている。

　かといって、ちゃんと動く的を用意すると時間がかかるし──そうだ。いい的があったな。




「とりあえず、これを狙ねらうといいと思う」




　そう言って俺は、自分の頭にヤドカリ魔物の殻からを乗せる。

　俺自身を狙うのは、さすがに抵抗がありそうだからな。

　今のイリス相手なら、頭に殻を乗せたままでも戦えるし、これでいいだろう。




「マティくんの、頭の上に!?」




「そんなこと、危なくてできないよ！」




　そうは言っても、これ以上に効果の高い方法が見当たらないんだよな。




「アルマ、向こうに向かって、矢を射ってみて」




　そう言って俺は、校庭の何もない空間を指した。




「え、そっち？　……こんな感じ？」




　ビュッという音とともに、矢が放たれる。

　それを俺は──




「よっと」




　走って近付き、魔法で方向をずらし、最終的に自分の方へと向けて、手でキャッチした。

　軽い矢くらいなら、後から簡単に逸そらせるのだ。

　もちろん、自分の方に飛んできても問題はない。




「確かに、心配はいらなさそうですね……」




「でも、これから暗くなってくるし……たまたま、死角に入っちゃったりしない？」




「大丈夫だ。人間の皮膚は、かなり高性能な感覚器官だからな。たとえ全く視界がなくても、隠蔽いんぺいのかかっていない矢くらいは何とかなる」




「そ、そうだったんですか！　足とか小さくて不便だと思ってましたけど、人間ってすごいんですね！」




「いや、それができる人は、すでに人間の範疇はんちゅうから外はずれつつあると思うんだけど……」




　イリスが感嘆の声を、アルマが呆あきれたような声を上げる。

　確かに竜の皮膚は頑丈な代わりに、感覚が鈍にぶいからな。




　そんな会話とともに、戦闘訓練が始まった。




「よっ……と！」




　かけ声とともに、イリスの剣が振るわれる。

　俺はそれを片手で受け止め、すぐに横へと受け流す。




　同時に、背後から飛んできた矢を、片方の手で摑つかんで投げ捨てる。




「剣の振り方は相変わらずだけど、姿勢はだいぶ安定してきたな」




　訓練開始から、一時間が経過した。

　剣と竜の爪つめでは使い勝手が違うのか、相変わらず剣の使い方は酷いものだが、人間の足には大分慣れてきたようだ。

　少なくとも、段差などで簡単に転ぶことはなくなった。




「はい！　転ばないコツ、わかってきました！」




　元々は空を高速で飛び回って戦う竜だっただけあって、イリスは反射神経がいい。

　体勢の立て直し方さえ分かってしまえば、転ぶ道理はないのだ。




「ちょっとマティ君！　矢が当たらないから、動かないでよ！」




　アルマのほうは、やはり動いている相手に矢を当てるのが難しいらしい。

　俺が頭に乗せたヤドカリの殻に刺さった矢は、たったの三本だ。




「動かなきゃ全部当たるから、意味ないだろ！」




　矢が当たらないのは、主に俺が凹凸の多い地面を動き回っているからであって、もし俺が止まっていたら、的のサイズがこの二十分の一くらいでも、アルマは全部当てるはずだ。




【誘導エンチャント】をつけた矢を動いている的に当てるのは慣れの要素が大きいので、これで問題ない。




「でも、剣のほうは、難しいですね……」




　そう言いながら、イリスがまた剣を振るう。

　相変わらずコントロールは微妙だし、刃筋は立っていないが、威力はすさまじいな。




　イリスには、剣以外の武器を持たせた方がいいのかもしれない。

　そもそも剣は、そこまで強い力を受け止めるようにできていないので、イリスがちゃんと剣を振れるようになっても、剣の方が耐えられない気がするし。




　……ちょっと、試してみるか。




「二人とも、ちょっとストップだ！　こっちに集まってくれ！」




「分かった！」




「何か、ありましたか？」




　そう言って俺以外の三人が、集まってくる。




「イリスの武器を、ちょっと変えようと思ってな。材料は……これでいいか」




　そう言って俺は、収納魔法から大きい鉄の塊かたまりを取り出した。

　迷宮からミスリルを取り出した時の、副産物だ。重さは、約二十キロ。




　それを俺は、適当に魔法で加工して、細長い棒状に引き伸ばした。

　大した精度は要求しないので、魔法を付与する部分以外は、俺一人で済ませてしまう。




「それ……槍やりですか？」




　そう言ってルリイが、俺が作った金属棒を見る。




「ああ。普通の槍とは、ちょっと違うけどな」




　俺が作った槍は、普通のものとは違い、刃先が尖とがっていない。

　下手へたに尖らせていると、イリスの力に耐えられないので、あえて丸くしてあるのだ。




「ってことで、魔法を付与を頼む。【強靱きょうじん化】だけで大丈夫だ」




「分かりました。貸してください！」




　言ってルリイが、槍を受け取ろうと手を出す。




「……重いから、地面で支えて付与した方がいいと思うぞ」




　そう言って俺は、槍の先端を地面につけ、ルリイに渡す。

　普通の槍では使えない方法だが、これはかなり雑に扱うことを想定して作っているので、問題はない。




「分かりました！」




　そう言ってルリイが、槍を支えながら手早く付与を終わらせた。

　そして槍をイリスに渡すべく、片手で持ち上げようとして──




「お、重いです！　持ち上がらないんですけど！」




　失敗した。

　まあ、片手じゃ無理だよな。

　重さ二十キロ近い、鉄の塊なんだし。




「中身まで詰まった鉄の塊だからな……。イリスはどうだ？」




「別に、そんなに重く感じませんけど……。むしろ、剣より扱いやすい気がします！」




　イリスは槍を持ち上げ、片手で振り回す。




「ちょっと、これを突いてみてくれ」




　そう言って俺は、さっき余った鉄の塊を板状に成形し、地面に突き立てた。

　厚さは、五センチを超える。




　ちなみに、この世界で一般的に使われている盾たてが厚さ一センチ程度だ。




「はい！」




　そう言って、イリスが槍を腰だめに構え、板に向かって突き出す。




　次の瞬間、ドガッ！　という爆発音にも近い音と共に、粉々こなごなになった鉄の破片が、遠くまで吹き飛んでいった。

　……どうやら、成功みたいだな。




「やっぱり、イリスは剣じゃなくて、槍を使った方がよさそうだな」
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「はい！　これ、扱いやすいです！　……昔に見た槍と随分ずいぶん形が違うみたいですけど……最近の槍は、こんな感じなんですか？」




「いや、これは特殊なタイプだ。普通は刃をつけるものなんだが、ただの鉄に強靱化をかけたくらいじゃ、イリスの力に耐えられないからな」




　今イリスが持っている武器は強度などの関係で、槍というより杭くいに近い。

　あくまで訓練用のものであって、実戦用には別のものがほしいところだろう。

　今の槍……というか杭でも、そこらの人間とは比べものにならないほどの威力が出ているようだが。




「そこまで考えて、武器を作ってもらえるなんて……パーティーに入ってよかったです！」




　たまたま余ってた鉄を、適当に成形しただけなのだが……。




「まあ、それでも扱いには慣れが必要なはずだ。ってことで、鍛錬たんれんするぞ！」




「はい！」




　こうして俺達は、鍛錬を再開した。




　◇




　──鍛錬再開から、五時間ほど後。

　俺達は鍛錬を終えて、校庭の隅へと集まっていた。




　鍛錬の成果は、なかなかのものだった。

　イリスは槍をだいぶ扱えるようになってきたし、アルマの矢も、半分くらいは俺が頭にのせたヤドカリの殻に当たるようになった。




　今度こういう機会があったら、的をもっと小さくしてもいいだろう。

　そんなことを考えながら、俺は校庭の修復に取りかかる。




「よし、修復するぞー」




　そう言って俺は、訓練開始時に壊した校庭を、一気に修復していく。

　失格紋の特性の関係で、やはり校庭をあちこち走り回らなければならなかったが、修理自体は割と早く終わった。

　まあ、後で修理することも考えて、直しやすいように壊したからなのだが。




「……なんか、前よりもきれいになってませんか？」




　修復された校庭を見て、ルリイがそんな声を上げる。

　──正解だ。




　ルリイもだいぶ、色々なものの見分けがつくようになってきたらしい。

　そろそろ、割とちゃんとした武器の製作を任せられそうだな。




　この校庭、直すついでに、地中の水分や魔力のバランスを調整して、扱いやすいようにしておいた。

　短期間で実戦経験を積もうという話ならともかく、基礎練習であれば、ちゃんと整備された地面のほうがいいことも多いし。




「ちょっとしたことで凹へこんだりしないように、ちょっと手を入れたんだ。結界が完成したらやめるとは言っても、一応は俺達の母校になるんだし」




「はい！　私達の学校ですもんね！　いくらもう少しで──やめる!?」




　俺の発言を聞いて、ルリイが信じられないかのような声を出した。




「やめるって、何を!?」




　アルマも、同じような声で俺に聞く。

　何をやめるかなんて、最初から決まっている。




「もちろん、この学園をやめるんだ」




　俺の発言で、周囲の空気が固まった。




「が……学園をやめるって、どういうこと？」




「学園をやめるということだ」




　俺の答えに納得できなかったのか、アルマが同じことを聞き返す。

　ルリイも、固まっているようだ。




　確かに、少し唐突だったかもしれない。

　元々は、ギルドに登録したらすぐに、俺は学園をやめるつもりだった。




　ただ、今の状況のまま放っておくと人類が滅んでしまいそうだったから、手を出すために一時的に学園にとどまったのだ。

　しかし、結界が安定的に動き始め、ちゃんとした環境で無詠唱むえいしょう魔法を訓練できる環境が整えば、もうその心配はなくなるだろう。




「えっと……飛び級？」




「いや、退学って扱いになるだろうな。別に卒業資格が欲しくて、この学園に来た訳じゃないし」




　その発言を聞いて、ルリイ達が考え込む。




「よく考えてみるとマティ君って、先生達に教わることがなさそうですもんね……」




「むしろ、先生達に教えてた気が……」




　確かに、教わったことはほとんどなかったかもしれない。

　今の世界の常識は多少教わることができたが、俺もすでに今の世界の常識はあらかた身についたので、すでに教わる必要はなさそうだし。




　そんなことを話していると、校長の姿が見えた。

　ちょうどいいから、校長にも話しておくか。







「む、マティアスか。こっちに向かってきたようだが……何か用か？」




　俺が近付くと、校長が先に声をかけてきた。

　話が早いな。




「はい。この学園を──」




「ああ。退学の件か。結界が完成したら、学園を出るつもりなんだろう？」




　……本当に話が早いな。

　もしかして、すでに予想されていたか。

　特に、そんな素振そぶりを見せた覚えはなかったのだが。




　そんなことを考える俺を前に、校長が言葉をつなぐ。




「その様子を見る限り、どうやら当たりらしいな。……当たり前といえば当たり前か。我が校の教師陣はマティアスに教えられるばかりで、何一つ教えられなかったからな。校長として、ふがいないばかりだ」




　そこまで、卑下ひげすることはないと思う。

　……少し、擁護ようごしておくか。




「そんなことはありません。ここの先生は、俺に常識を教えてくれました。おかげで俺も、今や立派な常識人です」




　俺の発言を聞いて、校長はさらに深刻な顔になった。




「……本当に何一つ教えられず、ふがいないばかりだ」




　なぜだろう。

　この学園の先生は、しっかりと俺に常識を教えてくれたというのに。

　学園は、間違いなく役に立ったはずなのに。




　そんなことを考えていると、また校長が口を開く。




「だが私は、マティアスを退学にするつもりはない。こういう状況を想定して、ベストな選択肢を考えておいたからな」




「……それは、引き留めるってことですか？」




　そうなると、少し面倒だな。

　校長は、国王にも気軽に会えるレベルで、この国と結びついている。

　無理矢理学校を出て、敵対したりすれば──




「いや、引き留めはしないぞ。ただ、籍だけ学校に置いておいてほしいということだ」




「籍だけ？」




「ああ。そうすれば学園はマティアスの実績を盾に、自由に動いて効果的な教育を行うことができるし、王立学園の学園生という扱いであれば、私や国からも色々と便宜べんぎを図りやすい。お互いにとって、損はない選択だと思うが」




　つまり、バックにつくから、名前を貸せということか。

　確かに、悪くない提案だ。




「その提案、受けましょう」







　校長に退学のことを話してからしばらく経たって、俺が学校を出た後の扱いは、大体決まった。

　俺は学校を出た後、新しく創設される【特殊特待生】という扱いで、学校に籍を置くことになるらしい。




　進級試験や卒業試験は、今までの実績をもとにクリアしたものとみなし、１年ごとに自動で学年が上がり、最終的には自動で卒業することになる。

　要するに、学園には一切いっさい顔を出さず、名義だけ貸すようなものだな。




　話をまとめながらも、結界の材料作りは着々と進み、基礎的な部分はほぼ出来上がるまでになってきた。

　そろそろ結界製作も、本番に入る頃だ。
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　……そんなある日。

　俺おれはパーティーのメンバーと共に、迷宮へと来ていた。




　目的は魔物を倒すことではなく、武器の製造だ。

　これから結界製作が本格化すると、俺達は忙しくなり、武器を作っている暇ひまがなくなる。

　その途中で、魔族が襲ってくる可能性も決して低くはない。

　だから、今のうちに作っておく必要があるのだ。




「ついに、ドラゴンの素材で武器が作れるんですね！」




「使うのは、ほんの一部だけどな。それでも金属よりは扱いが難しいから、作業は慎重しんちょうに頼む」




「はい！　頑張がんばります！」




　今回倒したドラゴンの素材で、一番扱いやすいのは爪つめの部分だ。

　それでも全体をドラゴンの素材で構成するのは、今のルリイでは厳しい。

　だから、剣の大部分は扱いやすいミスリルで作り、一部だけをドラゴンの爪にするのだ。




「とりあえず、一番簡単な……俺の剣からだな」




「分かりました！」




　こういった複数付与の魔剣作りは、やはり慣れによって精度がだいぶ変わってくる。

　最初は、簡単なものからにすべきだろう。




　アルマの武器は弓だから難しいし、ルリイやイリスの武器も、重すぎたり軽すぎたりして、初めて作る武器には向かない。

　だから最初は、俺の武器だ。




「今のルリイなら、時間をかければ四つは魔法を付与できるはずだ。だから……」




　呟つぶやきながら俺は、剣の構成を考える。

　あまり難しい術式を入れても、付与のクオリティの関係で、逆に効果が弱くなってしまう可能性が高い。

　ここは、比較的簡単な術式で、実用性の高い構成にすべきだろう。

　それを考慮に入れて──




「付与する魔法は、そうだな……『斬鉄ざんてつ』『鋭利化』『魔力撃』『衝撃刃しょうげきじん』『剛性ごうせい強化』『靱性じんせい強化』『耐熱たいねつ強化』『耐摩耗まもう化』あたりか」




「……え？」




「あの……今、何を付与するって言いましたか？」




「『斬鉄』『鋭利化』『魔力撃』『衝撃刃』『剛性強化』『靱性強化』『耐熱強化』『耐摩耗化』だな」




「『斬鉄』、『鋭利化』、『魔力撃』……」




　言いながらルリイは指を折り、魔法の数を数えていく。

　そして、数え終わったところで、大声を上げた。




「……八つじゃないですか！　そんなの、どうやって付与するんですか！」




「確かに、一枚の板に八つ付与は無理だ。だったら、重ねればいい」




「か……重ねる？　魔法をですか？」




「いや、物理的に重ねるんだ。具体的には、五重構造だな」




　言って俺は、手元の紙に魔法で絵を浮かび上がらせる。

　五枚の板が貼はり合わされてできた、剣の絵だ。




　中心に使われる、厚さ二ミリほどの板だけがドラゴンの牙きばでできており、その外側を片側二枚、合計四枚のミスリル板が挟んでできている。

　その絵をルリイが、真剣な表情で見つめる。




「……これ、一枚一枚の板で、付与する魔法が違うんですか？」




「そういうことだ」




　そう言って俺は、紙に書かれている絵に、付与する魔法の情報を付け足す。




　真ん中に使うドラゴンの爪には【斬鉄】【鋭利化】【衝撃刃】【耐摩耗化】。

　その一つ外側のミスリル板には【魔力撃】【衝撃刃】【剛性強化】【耐熱強化】。

　一番外側には【剛性強化】【靱性強化】【耐熱強化】【衝撃刃】。




　合計八種類、延べ十二術式。

　これらが互いに互いを強化し、弱点を補いあって、一つの剣を作ることになる。

　今のルリイが可能な付与で、最高の剣を作るために考えられた構成だ。




「な、なるほど……【魔力撃】とかは、刃の部分につけなくても発動するんですね……こんなやり方、どこから思いついたんですか？」




「昔、一本の武器に沢山たくさんの術式を付与する方法を、色々考えたんだ。これは、その一つだな」




　確かあれは……俺が七百歳くらいの頃だったか。

　栄光紋で強くなれる方法として、武器の強化方法をひたすら探っていた時、このやり方を思いついたのだ。




　昔作った中で一番層が多かった剣は、確か二千四十七重構造だったと思う。

　層を増やしすぎたせいで剣が繊細になってしまい、実戦では使いにくいものになってしまったが。

　それでも、ただ落とすだけでアダマンタイトくらいは切断できる剣ができた。




「マティ君が学園に来る前の生活が、凄すごく気になります……！　でも、これ五枚もの板を貼り合わせるんですか？　剣としての強度を確保するとなると、ものすごい加工精度が必要になりそうですね……」




「一応、圧力をかけて貼り合わせた上で、魔法で固定することになるけど……表面のでこぼこは、千分の一ミリくらいまでに収めないと、まともな効果が出ない。この構成は、剣の構造が互いに支え合って初めて、効果を発揮するものだし」




「千分の一ミリ!?　そんなの、魔法で作れる気がしないんですけど……マティ君ならできるんですか？」




「いや、無理だぞ」




　前世なら、それよりはるかに精度の高い加工も、簡単にできた。

　だが今の俺の紋章もんしょうは、加工向きではない。




　千分の一ミリどころか、その十分の一の精度も魔法では出せないだろう。

　ルリイも、今の実力では、それだけの精度を出すことはできない。

　だが、加工する方法はある。




「魔法じゃなくて……手と砥石といしで削るんだ」




「と……砥石、ですか？」




「そうだ」




　言って俺は、収納魔法から砥石を二つ取り出した。

　この時のために、あらかじめ用意しておいたものだ。




「……普通の砥石ですね……。魔道具とかじゃないですよね？」




「ああ。普通の砥石だ」




　そう言って俺は、砥石のうち片方を、ルリイに渡す。

　砥石を受け取ったルリイは、その表面を観察し──目を丸くした。




「あの、この砥石、すごく質がよくないですか？　私も昔、刃物を研とぐ練習はしてましたけど、こんなの見たことないです！　……でも、見たことない石の種類ですね……。イリアスト砥石じゃなさそうですし……」




「見たことはないだろうな。俺が作ったんだし」




　市販の物は質がよくなかったので、迷宮粗鉱そこうを精錬せいれんした時に出た鉱物を使い、自作した。

　前世で作った砥石とかが発掘されていれば、そのほうが性能がよかったのだが。

　まあ、前世で作ったものに関しては、手がかりが見つかり次第、探すことにしよう。




「と……砥石って、作れるんですか!?」




「作れる。それも、意外と簡単だぞ。……まあ、砥石の話はこれくらいにするとして、本題の剣のほうに入ろうか」




「はい！」




　普段であれば、砥石の作り方を説明してもいいのだが、今は結界制作を急がなくてはならない時だ。

　魔力と時間は、大事にしなくてはならない。




「じゃあ、まずは材料を大雑把おおざっぱに成形しようか。竜の牙は俺が担当するから、ルリイはミスリルを頼む」




　そう言って俺は、剣の詳細な寸法などを書いた図面を紙に浮かび上がらせ、ルリイに渡す。

　ミスリルの大雑把な成形は、魔法で十分だからな。




「はい！」




　それを見て、ルリイが成形を始める。

　俺の方は、竜の爪の加工だ。




　最初から砥石を使っていては日が暮れてしまうので、攻撃魔法などを使って、ガンガン削り落としていく。

　少しすると、剣の大雑把な形ができた。




「じゃあ、ここからが本番だな。……まずは、この魔法陣を魔石に付与して、結界を張ってくれ」




「結界……？　武器作りに、結界を使うんですか？」




「ああ。直線や平面が必要な時には、結界を使うんだ。これは結構使えるテクニックだから、覚えておくといいと思う」




　四角い結界魔法は、武器を作る際のものさしとして、かなり便利だ。

　面は完璧かんぺきな平面だし、辺は完璧な直線だからな。

　熱で歪ゆがむこともないし、力にも結構耐えられるし。




「結界って、そんな使い方もあったんですね……」




　そう言ってルリイは、付与を終わらせ、結界を起動する。

　術式自体は今までで一番簡単なものなので、すぐに終わった。




「ああ。とはいっても、ただ見るだけじゃ合わせにくいから……こうするんだ」




　そう言って俺は、収納魔法から取り出したインクを、結界の上面に塗りたくる。




「……えっ」




　ルリイが呆然ぼうぜんと見つめる中、俺は竜の爪でできた板を、結界の上に乗せ、すぐにはがした。

　結界につけられた面は、あちこちにインクがついている。




「ほら、でっぱった場所に、インクがついてるだろ？　これを砥石で削って、また今の作業をやるんだ。繰り返すうちに、だんだん板が平らになってくるから」




「な、なるほど……結界、こうやって使うんですね……」




「ああ。……とはいっても、これでバッチリ平面を出すのも、結構慣れがいるけどな」




「わ、分かりました！　頑張ります！」




　そう言ってルリイが、ミスリルの板を平らにする作業に入る。




　手つきはなかなか悪くなさそうだが……どの程度の精度が出るだろうか。

　そんなことを考えながら、俺も竜の爪を削り始めた。










　削り始めてから、およそ三十分後。

　俺が削っていた竜の爪が、予定通りの形に仕上がった。




「や、やっぱり難しいですね……」




　ルリイのほうは、やはり苦戦しているようだ。

　まだらに墨の付いた板を、ルリイは難しい顔で見つめる。




「でも、だいぶ平らになったな」




「それはそうなんですけど……少し前にこんな状態になってから、まったく平らになってる気がしなくて……」




　まあ、結界を使って補助しても、結局最後に材料を削るのは自分だからな。

　この方法で精度を出すのには、年単位での修行が必要だ。

　初めてなら、こんなものだろう。




「そのくらいできてれば、あとは少し手を加えればいいだけだな。ちょっと貸してくれ」




「はい！」




　ルリイから受け取ったミスリル板を、俺は適当に砥石でこする。

　それから、結界の上に置いて板をはがすと──結界に塗られたインクは、板の全面についていた。

　凹凸おうとつがなくなった証拠だ。




「い、一発で!?」




「大きい凹凸は、ルリイが潰つぶしてくれたからな。こういう細こまかいところは……まあ、慣れだ」




「十年修行しても、慣れる気がしないんですが……」




「この板を成形するくらいなら、そんなにかからないと思うぞ」




　今まで見てきて分かったが、ルリイには、生産系の才能がある。

　魔法もそうだし、手での加工もそうだ。

　初めてこの方法を学んで、さっきルリイが作ったくらい平らな板を作れる人間は、そうそういないだろう。




　まあ、モチベーションの違いも、大きいのかもしれないな。

　俺は生産より戦闘のほうが好きだったし、そのせいで転生までしてきたんだから。

　いずれにしろ、順調なのは何よりだ。




「ってことで、次の板にかかろう」




　そう言って俺は、次のミスリル板を手に取った。

　今回加工する板は、五枚あるのだ。




　……とは言っても、ミスリルは竜の牙と違って、扱いが簡単だ。

　大雑把な形はルリイが作ってくれたので、表面をいくらか削るだけで目標の形ができてしまう。




「あ、あの……」




　ミスリル板を削る俺に、ルリイが話しかけた。




「ん？　何かあったか？」




　俺は板を削りながら、顔だけをルリイの方に向ける。

　それを見て、ルリイが不思議な物を見る表情になった。




「さっきも思ってたんですけど、……マティ君は結界を使わないで、どうやって平らに削ってるんですか？　……何か、他ほかに便利な魔法が？」




　そう言ってルリイは、俺が削っていた板と、最初に張った結界に目をやる。

　ああ。そのことか。




　確かに俺は、最初にルリイにやって見せた時以外、結界を使わずに板を削っていた。

　だが、別に魔法を使っていたわけではない。




　もっと早くて便利な方法が、実は存在するのだ。

　それは──




「慣れだ」




「こ、これも慣れ!?　慣れで、そんな細かいところまで分かるものなんですか!?」




「ああ。ルリイも、そのうち分かるようになると思うぞ」




「一体、何百年かかるんでしょうか……」




　そうだな……。

　俺がこういう加工を始めてから、補助がいらなくなったのは、三十年ほどやった頃だったはずだ。

　だがルリイは、恐らくもっと早く習得するだろう。

　実際にどのくらいかかるかは、まだ分からないが。




「よし、完成だ」




　そんなことを話しながら作業している間に、五枚の板の成形が完了した。

　ミスリルと竜の爪でできた板には、傷一つない。

　ここまで磨き上げて初めて、バラバラの板は一つの剣として機能することができるのだ。




「じゃあ、仕上げだな。最初は、この術式だ」




「はい！」




　ドラゴンの爪に【斬鉄】【鋭利化】【衝撃刃】【耐摩耗化】。

　内側のミスリル板に【魔力撃】【衝撃刃】【剛性強化】【耐熱強化】。

　外側に【剛性強化】【靱性強化】【耐熱強化】【衝撃刃】。




　俺の指示に従い、魔法が次々に付与されていく。

　そして最後に、柄つかに付与された【拘束】【結合】の魔法が五枚の板を一つの剣へとまとめあげ──剣が完成した。




「……うん。なかなかの仕上がりだな」




　そう言って俺は、出来上がった剣を観察する。

　初めてこの類たぐいの剣を作ったとは、思えない仕上がりだ。




「これが、十二個もの魔法を付与した剣……。ちょ、ちょっと試し斬ぎりしてみても!?」




「ああ」




　剣を受け取ったルリイが、近くにあった魔物の死体（剣の製作中、暇になったアルマとイリスが倒して、ここに置いていったものだ）に斬りつける。

　魔物は一撃で、あっさり両断されたが──ルリイは、納得のいかない顔だ。




「……あれ？　切れ味はいいんですけど……なんか、思ったより普通ですね……」




　確かに、今の斬り方だとそうだろうな。

　この剣は、普通の剣とは扱いが違うし。




「ちょっと、貸してくれ」




「は、はい」




　俺はルリイから剣を受け取り──剣に、魔力を込めた。

　すると、柄に埋め込まれた六個の魔石が、一斉に輝き始める。




　そのまま俺が、剣を縦に振りぬくと──目の前にあった迷宮の壁が、まとめて二枚切断された。

　うん。予想通りの性能だ。




「い、今、何やったんですか!?」




「剣に、魔力を込めたんだ」




「……魔力？」




「ああ。この剣に付与した魔法は、使い手が魔力を供給して初めて本来の力を発揮するようにできてるんだ。このサイズの魔石だと、単体ではあんまり威力が出ないからな」




　そう言って俺は、柄に埋め込まれた魔石を指す。

　板を重ねて作る剣は、使うパーツと同じ数の魔石が必要になる。

　そのため、あまり大きい魔石が使えないのだ。




「そ、それってまさか……『魔槍ゲイボルグ』みたいな剣ってことですか!?」




「……げいぼるぐ？」




　剣についての説明を聞いて、ルリイが興奮したような声を上げる。

　しかし、げいぼるぐと言われても、俺には覚えがない。

　知らない間に、そんな武器ができたのだろうか。




「ま……まさか、ゲイボルグを知らないんですか!?　あのゲイボルグですよ？」




「あの、と言われても……」




「魔力を込めると変形する、最強の槍です！」




　そんなのがあるのか。

　槍が変形するなんて、非効率だと思うのだが。

　……ん？　待てよ。




「もしかしてその槍、こんな形か？」




　そう言って俺は、地面にあった砂を動かして、槍の形を作る。

　非機能的で非効率的な、槍を馬鹿ばかにしているとしか思えない形の槍だ。




「そう、それです！　ちゃんと知ってるじゃないですか！」




　それを指してルリイは、安心したような声を出す。




　ああ。この槍なら知っている。

　前世の俺が、三十日ほど徹夜をした後、朦朧もうろうとする意識と壊れたテンションに任せて作った、失敗作だ。

　槍に余計な術式を付与してまで変形させるくらいなら、普通に槍を二本持ったほうが、ずっと強いということくらい、少し考えれば分かることだというのに。




　あのガラクタは、ちゃんと黒歴史として処分したはずなのだが……なぜアレが現存しているのだろう。

　いや。現存しているところまではいい。百歩譲っていいとしよう。




　だがルリイの言葉には、さらに聞き捨てならない部分があったはずだ。

　それが聞き間違いでないことを確認するため、俺はルリイに聞き返す。




「ルリイ、俺にはゲイボルグが最強って聞こえたんだが……」




「聞き間違いじゃありませんよ？　大英雄イリアスター様がゲイボルグを使って魔族にとどめを刺した話……有名ですよね？」




　……なんてこった。




「……そのゲイボルグ、今はどこにあるんだ？」




「えっと……五十年ほど前に突如とつじょ宝物庫から消えて、その後に魔族が持っているのが発見されていたはずです」




「つまり、エルハルトみたいな魔族に潜り込まれて、盗まれたって訳か」




「恐らく、そうですね……」




　よし。その魔族、倒そう。

　見つけ出して、今度こそ完璧に破壊しよう。

　アレは、この世に存在してはいけないものだ。




「……よし、次は、イリスの槍を作るぞ」




　あんなものが最強の槍として扱われるような時代は、一刻も早く終わらせなくてはならない。

　そのためには、あれより強い槍を作るのが一番だ。

　とはいえ、まともに付与をしてあれより弱いものを作ることのほうが、逆に難しいが。




「わ、分かりました！」




　◇




　それから、数時間後。

　俺達全員分の武器が、無事に完成したので、全員で集まって性能をテストすることになったのだが……。




「じゃあ、いきます！」




　そう言ってルリイが、試し斬りの的へと剣を振る。

　的とはいっても、学園で使われる貧弱な的や、ただの魔物などではない。

　太さ十センチ以上もある、鋼鉄製の棒だ。




　対してルリイの持つ剣は、厚さたった五ミリ程度である。

　ルリイも心配なのか、恐る恐る剣を的へと当てる。

　そして──鋼鉄の棒が、音もなく切断された。




「お、恐ろしいものができてしまいました……」




　刃こぼれ一つない剣を見て、ルリイが呆然ぼうぜんとした声を上げる。

　通常の付与では、この薄さに対応できないため、今回は俺が専用に術式を組んだ。




「今ので、これが斬れちゃうの……？　これも多重付与？」




「ああ。こっちの剣には、八種類の魔法が付与してある。三枚重ねの剣だから、板一枚あたりは四つだけどな」




「八種類!?　……ちなみに、どんな魔法？」




「【ルリイの剣用付与魔法一番】から【ルリイの剣用付与魔法八番】だな。この剣は特殊だったから、専用に新しい付与を作ったんだ」




　そう言って俺は、作った術式のうち、最後に作った八番の魔法陣をアルマに見せる。

　ここまで薄い剣に威力を持たせようとしたのは、初めてだったからな。




　汎用の術式では上手うまくいきそうにないので、自作したのだ。

　それでも、やはり付与は難しかったようで、他の武器は一発で成功させたルリイも、三回目でようやく成功させた形だが。




「付与魔法を作った!?　……なんていうか……マティ君だね……」




「マティくんですね」




　アルマの言う訳の分からない形容詞（？）に、ルリイが同意していた。

　なぜ俺の名前が、形容詞になっているのか。




「……ちょっと待って。ルリイの武器がそんな性能ってことは、ボクのこれも似たような感じ……？」




　そう言ってアルマが、今受け取ったばかりの弓を指す。

　だが残念ながら、それはハズレだ。




　ルリイが持つ剣は、軽量化と携帯性を重視した、護身用のサブ武器でしかない。

　対してアルマの弓は、ルリイと二人で運用することになる、我がパーティーのメイン遠距離火力だ。

　攻撃性能は、アルマの方が圧倒的に上だ。




「似たような感じ……ではないな。まあ、射ってみれば分かると思う。……ああ、これを使う時には、射線に注意してくれ。普通の矢とは、飛ぶ距離が違うから」




　そう言って俺は、専用に作ったミスリルの矢をアルマに渡す。

　矢とはいっても、今の世界で一般的に使われるような木の矢ではなく、鉄製の矢だ。

　空気抵抗を減らすため、羽はかなり小さくしてある。




「また、すごい矢だね……。とりあえず、試してみるよ。的はどれ？」




「これだ」




　そう言って俺は、また鋼鉄製の棒を取り出す。

　だが、ルリイが斬ったものとは違い、今回の棒は太さが四十センチほどある。




「それじゃあ、行くよ！」




　そう言ってアルマが、弓を引く。




「おっ、結構軽い！　えい！」




　そんな声とともに放たれた矢が──棒をやすやすと貫いた。




「……あれ？　矢は？」




「ここだな」




　そう言って俺は、迷宮壁へきに半分ほど埋まっていた矢を引き抜く。

　……迷宮壁を砕くだくほどの威力で叩たたき込こまれた矢は、すでに原型をとどめていなかったが。




「お……おかしいよね!?　こんな弓、ボクが持ってていいの……？」




「もちろんだ。そのために作ったんだからな」




　ちなみにこの弓は、パーツの付与や大雑把な加工だけルリイに任せて、仕上げや組み立ては俺がやることになった。

　この威力を出すために、機構が大分複雑になってしまったからな。

　剣であれば、平面を作る以外の作業はルリイ一人でできるのだが、弓はまだ時間がかかるだろう。




「よし、じゃあ最後にイリスだな」




「はい！　ワタシは、どれを的にすればいいですか!?」




「イリスの的は用意していない……というか、無理だ。そこらの壁にでも試してくれ」




　そう言って俺は、近くの壁の中で、一番分厚いものを指した。




「わかりました！　行きま──」




「ちょっと待て」




　槍を構えるイリスを、俺は止める。

　それからルリイとアルマに告げた。




「二人とも、ちょっと下がっててくれ。あの辺まで」




　そう言って俺が指したのは、三十メートルほど後方だ。




「は、はい！」




「分かった！」




　俺の言葉を聞いたルリイとアルマが、慌てた顔でそっちへ走っていく。

　それを確認してから、イリスが壁へと槍を突き込んだ。




　轟音ごうおんと共に、壁が吹き飛ぶ。

　余波で天井てんじょうも一部崩れ、壁の向こうにいた魔物が数匹、とばっちりを食らって絶命する。




「……おおっ！　この槍があれば、ワタシが本気で振り回しても大丈夫そうです！」




　うん。いい感じだな。

　この感じなら、強めの魔族や竜が相手でも、ある程度の戦力になってくれるだろう。

　もちろん、ゲイボルグなど比較にならない。




　武器が完成してから数週間後。

　王都大結界の製作は、いよいよ大詰めを迎えようとしていた。
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　ある日の朝。

　王立第二学園の一番広い部屋には、第二学園の生徒が全員集められていた。

　部屋の中には、緊張が満みちている。




　かなりの人数を一つの部屋に押し込めたため、部屋はかなり窮屈きゅうくつだ。

　理由は、これから行われることについての情報を、可能な限り秘匿ひとくするため。

　その証拠に、この部屋の全すべての壁には、遮音しゃおんの魔法がかけられている。




　そんな部屋の中で、エデュアルト校長が、生徒達の前に立ち──宣言した。




「これより『王都大結界構築作戦』を開始する！　自分のすべきことは頭に叩たたき込こんだな！」




「「「「「はい！」」」」」




　つい昨日、結界の魔力供給に必要となる装置が全て完成し、結界が組める状態になった。

　魔族の襲撃は、すでにいつ来てもおかしくない状況だ。




　そのため、一刻も早く結界を完成させるべく、この作戦が組まれたのだ。

　今この瞬間、王都のあちこちで、似たような光景が展開されていることだろう。

　他ほかの王立学園や、王都の騎士団、信頼のおける冒険者に至るまで、使える戦力は全員、この作戦に投入されることになっているのだ。




　本来、王都を守るのは騎士団や冒険者の仕事なのだが、今や第二学園の生徒たちは戦力としてもかなり重要になっているため、王都防衛網に組み込まれることとなった。




「なお、結界の構築作業中、我が学園の……いや、王都の最大戦力であるマティアス達は手が離せない！　魔族や魔物の襲撃があった場合、私達の力で『結界構築班』を守ることになる！　総員、気を抜くな！」




「「「「「はい！」」」」」




「では総員、事前の打ち合わせの通り、配置につくこと！　作戦開始！」




　校長の指示の後、部屋の扉が開けられ、そこから生徒達が出て行く。

　見た目は、いつも通りの授業に向かうような雰囲気だ。




　実際、生徒の多くは、敵襲があるまで普段通りの生活をすることになる。

　外から見た普段との違いは、魔法や剣術の授業が行われないことくらいだろう。

　いきなり生徒が全員、校庭や街に出て武器を構えたりすれば、これから何かやりますと言っているようなものだからな。




　そんな状況の中、俺おれ達『結界構築班』は、迷宮の内部にいた。




「これで、全部だな」




　俺達の目の前には、金属でできた四角い箱が四十個と、コアとして使われる剣、それと、メインで使われる魔石が積まれている。

　これが、今回作る結界の素材だ。




　金属の箱は、例のミスリルでできた板を組み合わせて作ったもので、重さが一個あたり四十キロくらいある。

　あらかじめ教室の一つに集めておいて、構築班で運んだのだが……半分くらいは、俺とイリスで運んだ気がするな。

　これを龍脈の中に埋め込むことで、結界の魔力供給を確保する。




「じゃあ、壁を掘るぞ！」




「「はい！」」




　宣言しながら、俺は専用に作ったノミとハンマーを使い、壁を掘り始める。

　龍脈は迷宮の壁から、十メートル弱の位置にある。




　適当に掘っていいならすぐなのだが、龍脈を制御するためには、考えて掘り、必要に応じて壁に魔道具を埋め込まなくてはならない。

　それどころか、ノミを入れるタイミングさえ、龍脈の状況に合わせなくてはならない。




　少し掘り方を間違えた時点で、作戦は即失敗が決まる。

　当然、途中で休むことなどできない。
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　上手うまくいっても、龍脈に到達するまでには、丸一日が必要だ。




　あらかじめ掘っておければ楽だったのだが、できない事情がある。

　龍脈は掘ってから放置すると、その状態で安定化してしまう。

　不安定な状況に組み込んでこそ、例の箱を使って魔力を吸い上げることができるのだ。




「ルリイ、五番の魔道具を、ここに埋め込んでくれ」




「はい！」




　ルリイに手伝ってもらいながら、俺は壁を掘り進んでいく。

　その際に出た岩などは、作業の邪魔にならないよう、イリスが運び出す。

　作業区域に魔物が入り込まないよう、付近は構築班の生徒たちが、武器を持って見張っている。




　そんな状況の中……一人の生徒が、息を切らして俺達の元に駆け込んできた。

　そして、緊迫した声で、俺達に告げる。




「報告！」




「内容は！」




　結界構築班の、情報係の生徒が質問を返す。

　構築班のリーダーである俺は、手が離せない状況がほとんどなので、情報はあらかじめ他の生徒で処理して、必要があるものだけ俺の元に回ることになっているのだ。

　まあ、今回はたまたま近くで伝えられたため、俺にも聞こえているが。




「二十五番と二十六番の魔力感知装置が、異常な動きを示したみたいだ！」




「二十五と二十六……北の森ですか」




　今回の結界構築作戦を行うにあたって、魔物などの動きを監視するために、俺達は魔力に対する監視網を敷いた。

　それを使って、あらかじめ襲撃を予測し、迎撃するのだ。




　とはいっても、使用したのは、簡単な魔力測定用の魔道具だが。

　魔道具は測定データを紙に記録するだけなので、内容の解析や連絡は、人の手で行わなくてはならない。

　解析や長距離通信の魔道具は、作るのが意外と難しいからな。




「はい！　これが、記録紙になります！」




「……受け取りました。分析が終わるまで、少し待っていてください」




「はい！」




　情報係の生徒の声を聞いて、連絡を伝えた生徒は近くにあった椅子いすで休息を取り始める。

　連絡係は、作戦参加者の中から、足の速い者が選抜されたのだが……ふたを開けてみると、ほとんど全員が第二学園の、失格紋を持つ生徒だったのだ。

　身体しんたい強化を使えるようになった生徒たちに、足の速さで勝てる者は、冒険者や騎士団にも少なかったらしい。




「マティアスさん、目が離せるときに、この紙をお願いします！」




　そう言って情報係の生徒が、持ってこられた記録紙を俺の近くに置いていった。
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　測定用に使った魔道具は、構造が単純で作りやすいかわりに、取れるデータが少なく、しかも分かりにくい。




『何か異常が起きている』ということは分かっても、その異常が何であるかを判断するには、それなりの経験が必要なのだ。




　残念ながら、今回の参加者にその経験を持った人間はいなかったので、そっちも俺が引き受けることになった。

　本当は、このようなアクセスの悪い地下に運んでからデータを分析するようなやり方は避けたいのだが。




　そんなことを考えながらも、俺は龍脈がノミを受け付けるタイミングを待つ間に、さっきの記録紙に目を通す。

　まずチェックするのは、記録紙の端にある、この記録が正式なものであることを示す部分だ。

　これを怠ると、魔族やその協力者の手によって偽のデータを紛まぎれ込まされる可能性がある。




　そのチェックが終わった後、俺はデータ本体に目を通す。

　結果は、一目で分かった。




「魔族だ」




「なっ……まさか本当に、このタイミングで!?」




「もしかして、情報が漏もれていたりとか……」




　俺の言葉に、ルリイと情報係の生徒が、驚いたような声を上げる。

　だが、これは別に驚くようなことではない。




　元々、魔族の襲撃は時間の問題だったのだ。

　今日がたまたまその日だったと考えるのが自然だろう。

　何より──




「もし監視網に気付いていれば、こんなに分かりやすい魔力反応を出すやり方は選ばないはずだ。だから、情報が漏れていた可能性は低い」




　これが、情報が漏れていないと判断できる理由だ。

　今回、探知に引っかかった魔法は、魔族が使う魔法の中でも特に探知も対処もしやすい魔法だ。

　監視網のことを敵が把握していた場合、まずこんな術式は使わない。




　いくら質が落ちた魔族でも、監視網の中にこの魔法を発動するほど馬鹿ばかではないはずだ。

　……多分。

　連中の今までの実績を考えると、あまり自信を持って言えないが……。




「そ……それで、対策はどうすればいいんでしょう！」




　情報係の声を聞いて、俺は迷宮壁へきの掘削を続けながら考える。

　俺が手を離せれば、対処は一瞬なのだが、そうもいかないからな……。

　……そうだ。




「ルリイ、ちょっとアルマと二人で、魔族を撃ち落としてきてくれ」




「はい！　……えっ？」




「場所は、北の森の……この反応を見る限り、街道のすぐ近くだな。適当に走ってれば、すぐ見つかるはずだ」




「えっと……私達から、攻撃しに行くんですか？」




　俺の言葉に、ルリイが驚いたような顔をする。

　確かに、まだ結界こそできていないものの、王都はある程度の防御があるからな。




　じっくり待って迎え撃つというのも、手の一つだ。

　だが今回の場合、それはもったいない。




「ああ。これが記録されたのが三十分くらい前だから……連中が着くまでには、まだ三十分くらいかかるはずだ。魔道具が捉とらえたのは、魔族本体じゃなくて、そいつらが起動した魔法だからな」




　全力飛翔ひしょうは、飛んだ後にも『反動』と呼ばれる魔力の乱れが残る関係で、離脱以外の移動にはあまり向かない。

　そこで、代わりに使われるのが『魔道』と呼ばれる魔法だ。




『魔道』は、あらかじめ目標地点へと続く、魔力の道を作ることで、長距離の高速移動を可能にする魔法である。

　これを使うと、普通に飛ぶ場合に比べて、移動時間を二割くらいに短縮できる上に、反動もない。




　さらに、一人目が目的地で待機している場合、五分とかからずに二人目以降を移動させられる。

　──事前に魔力を探知された場合、その速度が、逆に弱点となるわけだが。




「……分かりました。マティくんができるって言うなら、私はそれを信じます」




「ボクも、信じるよ。それでボク達は、どうやって魔族を撃ち落としたらいいの？」




　そう言ってルリイとアルマは、決意に満ちた目で俺を見つめる。

　うん。二人も、だいぶ自分の戦力に対する認識ができてきたみたいだな。




「現地に行けば、空中に魔法でできた道があるのが分かると思う。道の魔力がふくらみ始めたら、敵が来る合図だ。魔力の動きが止まってから、五秒後くらいに魔族が飛んでくるから、先読みして道に矢を置いておけば、後は相手が勝手に突き刺さってくれるさ」




「相手が、勝手に……そう言われると、なんか簡単そうだね！」




　うん。

　実際、簡単だからな。

　タイミングさえ間違えなければ、外はずす方が逆に難しいくらいだ。




「矢は、どうすればいいですか？」




「この間作り方を教えた、アルマの弓専用の金属矢を使ってくれ。付与する魔法は……自分で考えてみるといい」




「じ、自分で!?」




「ああ。今回は、毒がどうとか小細工こざいくをする必要はない。威力だけ重視で、魔法陣を組むんだ」




　今までルリイ達は、いつも俺が作った魔法陣を使っていた。

　だが実戦に対応するには、戦況から何が必要かを判断して、自分で魔法陣を組む必要がある。




　今までにも、時間が余った時などに、魔法陣構築の基礎は教えていた。

　今回は、その予行演習だ。




「でも、もし失敗したら……」




「今まで教えた通りにやれば、失敗はない。一つずつ手順を確認しながら、慎重しんちょうに組むんだ」




「わ、分かりました！」




　実のところ、今回の場合、付与が全く効果を発揮しなくても問題はないだろう。

『魔道』を使う場合、通り道の安全確保は至上命題だ。

　安全確保を怠って移動中に攻撃を受けた場合、たとえそれが投石であっても、魔族にとっては致命傷になり得る。




　だから、まさに予行演習なのだ。

　わざわざ、失敗しても問題が生じず、しかも緊張感のある訓練をさせてくれるなんて、魔族に感謝しなくてはならないだろう。




　ありがとう、魔族さん。

　君たちの犠牲を無駄むだにはしない。




「じゃあ、行ってくるよ！」




「行ってきます！」




「おう。空ばっかり見て、地上の魔物に襲われないように、ちゃんと受動探知にも気をつけるんだぞ」




　そう言って俺は、二人を送り出した。

　あとは壁を掘りながら、戦果報告を待つとするか。




「な、何でこの人達、そんなに簡単に魔族討伐とうばつを引き受けてるんですか……？」




「二人も、入学した時は常識人だったんだけどな……すっかりマティアス組に染まってしまって……」




　……その様子を見て、採掘組の生徒たちが、呆然ぼうぜんとしていた。

　この感じだと、学園生たちがちゃんとした認識と戦力を獲得するには、まだ時間がかかるかもしれない。

　エデュアルト校長と、教師陣の頑張がんばりに期待しよう。







【ＳＩＤＥ・ルリイ】




　マティアスに送り出されて、少し後。

　ルリイとアルマは、このあたりの地理に詳しい、連絡係のリーリアの案内で、北の森へと向かっていた。




「こっちです！」




「はい！」




　ルリイとアルマは王都出身というわけではないが、地図くらいは読めるし、北の森に行ったこともある。

　それでも、万が一にでも迷ってたどり着けないなどということがあると困るので、案内がつくことになったのだ。




「リーリア！」




　その途中で、アルマが声を上げた。




「はい！」




「ボク達に気を遣わないでも、大丈夫だよ！　ついていけるから！」




　言ってアルマは、スピードを上げてみせる。

　それを見て、ルリイも同じくスピードを上げた。




「私も、大丈夫です！」




　連絡係は、作戦参加者の中でも、足の速い者を集めた集団だ。

　リーリアはその中でも、特に足が速いと評判だった。

　二人は、その評判の割に、ついていくのが簡単すぎると感じたのだ。




「わ、分かりました！　本気出しますよ！」




「はい！」




　実際、リーリアは、手加減をして走っていた。

　しかし、ペースを上げた二人を見て、その必要はないと判断したのだろう。

　リーリアは、北の森まで維持できるギリギリまで、ペースを上げた。




　標準的な学園生であれば、三十秒ともたない、全力疾走のペースである。

　リーリアは、そのペースを十分近く維持して、北の森へと到着したのだが……。




「ぜえぜえ……。あの……二人とも、どうして平然とついてこれるんですか……？　自信なくすんですけど……」




　リーリアが息も切れ切れに北の森へと到着した時、ルリイとアルマは、息一つ切らさずに到着し、弓の準備を始めたのだ。

　しかも、アルマは弓を、ルリイは矢の材料となる金属塊を運んでいるというのに。
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「どうして、と言われても……」




「普段が普段だからね……」




　学園の授業では、全力疾走する機会は少ない。

　そのため、走るペースに対してルリイ達が持っている認識は、全てマティアス基準だ。

　途中からはイリスも加わったが、些細ささいなミスで岩盤を踏み砕くだく脚力きゃくりょくを持った竜が基準に加わったところで、二人がマティアスの元で育はぐくんだ常識（と思おぼしき何か）を覆くつがえすには至らなかったのだ。




「それはそうと、マティ君が言ってたのって、あれかな？」




「まず間違いないと思います。本当に分かりやすいですね……」




　言ってルリイ達二人が、森の上空を見つめる。

　そこには、大量の魔力を放つ道が作られていた。

　魔物などの魔力に比べて、とてもくっきりしているため、見失う心配もなさそうだ。




「この感じだと……魔族が来るまでには、もうちょっと時間がかかりそうだね」




「今のうちに、準備をしておきましょう」




　そう言ってルリイが、持ってきた金属塊から、アルマの弓用の矢を作り出す。

　次に、矢に魔石を組み合わせ……紙と羽ペンを取り出した。

　そして、あれこれ計算したり、線を引いたりしながら……一つの魔法陣を描く。




「これで、大丈夫でしょうか……」




　最後に、できた魔法陣を魔石に付与して、完成だ。

　完成した矢を、ルリイは心配そうに見つめるが。




「ボクが見る限り、大丈夫な気がするよ！　なんとなく、強そうな感じだし！」




　言ってアルマが、弓に矢をつがえる。

　そして、魔力の道を注意深く見つめる。

　ルリイは、二本目の矢の製作だ。




　しばらく後──魔力の道が、急激にふくれあがった。




「来ます！」




「えい！」




　それを見てアルマが、エンチャントを施した矢を魔力の道へと撃ち込んだ。

　直後、魔族が落下してくる。




　その心臓には、アルマの放った矢が、深々と突き刺さっていた。

　魔族は、断末魔をあげる時間さえ与えられず、即死したようだ。




「えっと……これで、一匹目は終わり？」




「ずいぶん、あっさりしてたような……」




　そんなことを話しながら、ルリイは二本目の矢をアルマに渡す。

　魔力の道は、まだ消えていない。

　それから、数分後。




「また来た──えいっ！」




「ぐっ、ぐあああああ！」




　今度は魔力の道から、悲鳴が聞こえ──ドサッという音とともに、魔族が落下してくる。

　二人目の魔族は、矢の当たりどころがよかったようで、その時点では生きていたが──




「えっと……えいっ！」




　魔族が落ちた場所は、不幸にも、ルリイの目の前であった。

　そしてルリイの手には、マティアス指導のもと製作された、例の剣が握られていた。

　結局、魔族のたどった末路は、一人目と同じだった。




「あっ、消えた！」




　そして、三人目が送り込まれることはなく、魔力の道が消滅する。




「道、消えたね……いったん戻る？」




「そうですね。ここで待っていても、次の魔族は現れそうにないですし」




　そう言ってアルマとルリイは、王都へと戻ろうとする。

　戻ろうとして、二人は気付いた。




「えっ？　魔族が、あんな簡単に……しかも自作の魔法陣……えっ？」




　リーリアが、フリーズしている。

　ルリイが目の前で手を振ってみるが、反応がない。




「……どうする？」




「森の中なので、魔物とかいるでしょうし……一緒に戻った方がいいと思います」




　そう言ってルリイが、リーリアをつつく。

　それでリーリアは、再起動したようだ。




「……はっ！　すいません！　あまりに非現実的な光景が見えたもので……私は連絡係の仕事がありますので、失礼します！」




　こう言い残して、リーリアは街道を走っていった。




「連絡係も、忙しいんだね……」




「これだけの範囲を監視して、入ってきた情報を集めている訳ですから──っ!?」




　アルマに返事をしようとしたルリイが、何かに驚き、言葉を止めた。

　それから、ルリイと同じように動きを止めたアルマに、質問をする。

　いや。質問というよりは、確認に近いかもしれない。




「今の、気付きましたか？」




「うん。なんかすごい魔力が……あれ、王都の方だよね!?」




「そうだと思います」




　王都の方から、大量の魔力を感知したのだ。

　これが結界のものであればいいのだが、今までマティアスの近くにいて、また魔族とも何度か戦ったことのあるルリイのカンは、この魔力が魔族のものだと告げていた。




「なんか、早く戻った方がよさそうだね」




「はい！　急ぎましょう！」




　こうして二人は、王都への道を走り始めた。




　◇




　それから、少し後。

　ルリイとアルマは学校に戻り、迷宮の道を急いでいた。

　向かう先は、もちろんマティアスの元である。




「マティ君！」




「二人とも、お疲れ様。討伐は成功したみたいだな」




「うん！　でも、その直後にすごい魔力が……」




「ああ。最終手段に出てきたな」




　アルマの言葉を聞いて、マティアスが答える。




「……最終手段？」




「ああ。魔族の命を生いけ贄にえにすることで、長距離を移動する魔法だ。……まあ、連中に自己犠牲の精神なんてものはないから、おおかた仲間の中で一番弱い魔族を袋叩きにして、生け贄にしたんだろうけどな」




　移動用の魔法の生け贄に、同意はいらない。

　そのため、こういったことが可能になるのだ。




「な、仲間を……」




「さすが魔族って感じですね……。それで、私達はどうすれば……」




　魔族の所業に驚きながらも、ルリイは対処を聞く。

　ルリイもだいぶ、実戦的な思考が身についてきたようだ。

　それを聞いて、マティアスが答える。




「見ての通り、俺は手を離せないから──少しの間、時間稼ぎを頼む。矢に付与するのは、この術式だ。学園や国にも事情は伝えたから、協力が得られるはずだ」




　そう言って地面に描かれたのは、ルリイが今まで付与したものに比べて、二回りは複雑な術式だった。

　さらに今回は、移動中の魔族を撃ち落とせという指示ではなく、魔族を相手に、正面から勝負を挑むという話だ。




　以前のルリイとアルマであれば、無理だと言っていたことだろう。

　しかし──二人は即答した。




「了解！」




「分かりました！」




　返事を聞いて、マティアスが大きく頷うなずく。

　間もなくルリイとアルマは、急いで迷宮を駆け上がる。










　地上に出た二人が見たのは、それぞれ得意な武器を持って校庭に集まった、学園生と、学園教師たちだった。

　ほぼ同時に、校外から校庭に入ってきた教師の一人が、大きい箱を持ってルリイ達の方へ走ってくる。




「これ、使ってくれ！」




　そう言って、戻って来た教師が置いた箱の中身は、大量の魔石だった。

　大急ぎで用意したらしく、箱は傷だらけだし、中には値札が付いたままの魔石もある。

　しかし、質は揃そろっている。




「ありがとうございます！　……アルマ、付与に成功するまで、これを使ってください！」




「分かった！」




　魔石を受け取ったルリイは、飛んできた魔族を撃ち落とすときに作った矢の残りを渡すと、すぐに付与に取りかかった。

　間もなく──空から、一人の魔族が姿を現した。










　現れた魔族は、まるで結界が構築される場所を知っているかのように、真まっ直すぐに第二学園へと向かってくる。

　魔族による災厄さいやくの代名詞とも言える攻撃魔法、【炎弾の豪雨】を構えながら。




「先生！　こっちに来ます！」




「総員、対空陣形を取れ！　敵は単独！　【炎弾の豪雨】来るぞ！」




「「「「「はい！」」」」」




　先生の号令で、学園生たちは陣形を密集隊形に組み替える。

　そのど真ん中に【炎弾の豪雨】が、撃ち込まれた。




【炎弾の豪雨】は、その名の通り、無数の炎弾を降らせる魔法である。

　魔族にとっても、準備には少し時間のかかる魔法だが、威力は絶大だ。

　これを受けて、生きて帰った人間はいないとさえ言われる。




「ふはははは！　死ね死ね死ねええええ！」




　そんな魔法が、集まった学園生たちに降ふり注そそぐのを、魔族は笑いながら眺める。

【炎弾の豪雨】を相手に密集隊形など、愚ぐの骨頂こっちょう。

　攻撃範囲に入る人数を増やして、被害を拡大させるだけだ。




　──そのはずだった。

　だが、魔族の表情は次第に、怪訝けげんなものへと変わっていく。

【炎弾の豪雨】を使った時、当然聞こえるはずの断末魔の悲鳴が、聞こえないのだ。




「……あん？」




　魔族が疑問の表情で様子を窺うかがう中、【炎弾の豪雨】が作り出した黒煙こくえんが、徐々じょじょに晴れる。

　同時に、校庭から声が聞こえ始める。

　しかしその声は、魔族が期待した断末魔とは、似ても似つかないものだった。




「し、死ぬかと思った……」




「マジで【炎弾の豪雨】を防いじまったよ……」




「マ、マティアスが直々じきじきに製作した結界魔法だぞ。防げるのなんて、あ、当たり前──」




「おい、足震えてるぞ」




　情けない会話とともに、煙の中から姿を現したのは──無傷の学園生たちだ。

　それを見て、魔族があぜんとした表情になる。




「……は？」




　確かによく見ると、ところどころに立った失格紋の学園生が、結界を展開している。

　だが、こんな子供の魔法で【炎弾の豪雨】が防がれるなど、あり得ない。




　少しの間、思考が停止した魔族に、学園生たちが反撃を始める。

　失格紋の学園生たちに守られた、大魔紋や小魔紋の学園生たちが、一斉に魔法を放ち始めたのだ。




　しかし、攻撃は届かなかった。

　距離が遠すぎるのだ。




　アルマの矢だけは魔族へと届いたが、矢は魔族の皮膚で弾はじかれ、傷一つつけることができない。




「こ、ここまで硬いの……？　ルリイ、矢はどう？」




「……少し、待っていてください」




　戦闘が続く校庭の隅で、ルリイはほとんど動かずに魔石に集中していた。

　ルリイの横には、まだ付与がされていない大量の魔石と、ひびの入った、大量の失敗作が置かれていた。




「ルリイ、大丈夫？」




　すでに、十回以上失敗している。

　それを見て、アルマが心配そうに声をかける。

　しかし……ルリイは極度に集中しながらも、焦あせってはいなかった。




　ルリイの実力をルリイ以上に理解しているマティアスが、これだけの数の魔石を用意させたのだ。

　失敗を繰り返すのは、想定の範囲内だ。

　それでも、少しずつ成功に近付いている感触は、つかめている。




　失敗を繰り返しながら、最後には成功させると見込んだからこそ、マティアスはこの魔法陣をルリイに託したのだ。

　そう信じ、ルリイは付与を続ける。




　──そして、二十一個目。

　付与を終えた魔石に、ひびは入らない。




「……完成です」




　そんな言葉とともに、アルマの手に、一本の矢が手渡される。

　矢に埋め込まれた魔石には、これまで見たこともないほど、複雑な魔法陣が刻きざみ込まれていた。




「くそ、何なんだこのガキ共は……。さっさと死ねえええ！」




　校庭の上空に陣取った魔族は、苛立いらだちを見せながら校庭へと魔法を放つ。

　魔族の攻撃は、一発たりとも学園生へと届かない。

　生徒たちが組んだ陣形に、穴がないのだ。




　それと同じく、学園生たちの攻撃も、魔族には届かない。

　だが学園生達は、魔族と違って、攻撃が届かないのを理解した上で攻撃していた。

　アルマ達から、意識を逸そらせるために。




「これは、外す訳にはいかないよね……」




　学園生たちから少し離れた場所で、アルマは弓を構え魔族へと狙ねらいを付ける。

　そして、一瞬息を止めて、矢を放った。




「むっ？」




　アルマが放った矢に気付いた魔族は、その矢が今まで飛んできたものとは違い、自分に危害を及およぼせるものだと気付いたのだろう。

　魔族は魔法を展開したまま、ゆっくりと移動して、矢を避けようとする。




　だが矢は、魔族を追尾ついびするように、方向を変えた。

　やむを得ないと判断したのか、魔族は用意していた魔法を消滅させ、翼を広げて一気に加速する。

　矢はそれでも追尾を続けようとしたが、流石さすがに追いかけきれなかったようで、魔族の横をすり抜けていった。




「何だったんだ、今の矢──は!?　……あがあああああ！」




　魔族の放った疑問の声は、途中で苦痛の叫さけびに変わった。

　避けたはずの矢が、途中で百八十度方向を変えて、背中へと突き刺さったのだ。










「【誘導魔力エンチャント】……こんなに曲がるようになってたんですね……」




　矢の動きを見たルリイが、アルマに感嘆の声をかける。

　だが、矢を当てたアルマも、戸惑っているようだ。




「途中までは誘導したけど……最後の動きは、ボクも知らないよ？　あんなの、矢の動きじゃないと思う」




「アルマの誘導じゃないんですか？　となると、これですか……流石マティ君ですね……」




　魔法陣が書かれた紙を見ながら、ルリイが呟つぶやく。

　ルリイも魔法陣の書き方は教わったが、魔族の高速起動を追尾した上、その防御を貫けるような付与の組み方など、想像もつかない。




「マティ君もマティ君だけど、こんなの付与できるのは、ルリイくらいだと思うけどね！　見てよ、あの刺さり方！」




　言ってアルマは、落下する魔族を指す。

　その背中に──正確には、二枚の翼を縫い付けるように、矢が突き刺さっていた。




　いくら魔族でも、あれでは飛べないだろう。

　そして、魔族の落ちた先には──




「落ちたぞ！　陣形を組み替えろ！」




「「「「「はい！」」」」」




　今まで魔族の攻撃を防いでいた、学園生たちがいた。

　学園生は、一定の距離を取るようにして、魔族を包囲すると、一斉に魔法を放ち始めた。




　今度は、届く。

　学園生の攻撃魔法は、一撃では魔族に有効打を与えられない威力だ。




　しかし同じ魔法が、数十発も集まれば、話は変わってくる。

　絶え間なく浴びせられる攻撃魔法は、相乗効果を生み、魔族の体力を容赦なく削っていく。

　アルマも威力に特化した矢を撃ち込み、援護する。




　魔族も飛べないなりに、魔法を撃ち込んで反撃したが、その魔法は全て、失格紋の学園生によって張られた結界で防がれた。

　かといって、魔族が斬撃ざんげきを仕掛けるために距離を詰めようとすれば、今度はアルマが妨害魔法付きの矢を撃ち込み、その足を止める。




　学園生による包囲殲滅せんめつ陣は、こうして崩れることなく維持される。

　そして、しばらくの間、魔法による攻撃が続き──




「やった！」




　ついに、魔族が絶命した。

　それでも油断なく、魔法によって死亡確認が行われてから、陣形が解かれる。




「倒した！　魔族を倒したぞ！」




「まさか本当に、生徒だけで魔族を倒せるとは……」




「急いで、関係各所に報告を！」




　生徒と先生たちが、一緒になって喜びの声を上げる。

　きっかけを作ったアルマとルリイを、胴上げしかねない勢いだ。




　起こったことを王都中に伝えるために、沢山たくさんの人が学園から走り出していく。

　その表情には疲れが見えるが、同時に喜びにあふれている。




「私、マティくんに報告してきます！」




「ボクも！」




　ルリイとアルマは、勝利をマティアスに伝えるべく、迷宮の方へと駆けだした。










　──そんな、祝勝ムードの中、声が響いた。

　先ほどの魔族は倒され、すでに誰だれもいないはずの、空から。




「あれ？　ベルリアス、倒されてるじゃん」




「あーあ。だから言ったのに。どうせ殺し放題なんだから、ちゃんと態勢を整えてから攻めようって」




「まあ、そう言うなよ。おかげで、俺達が殺せる分が増えたぜ？　ほら見てみろよ。獲物が間抜け面で喜んでやがる」




　耳障りな声とともに、空から現れたのは──魔族だった。

　それも、一人や二人ではない。




　──十四人。

　それが、王都の上空に浮かんでいる、魔族の数だ。

　もっとも、今の王都に、魔族の数を数えるような冷静さを残した人間は、存在しないだろうが。




「噓うそ、だろ……」




「一体、何人いるんだよ……」




「こんなの、勝てる訳ないだろ……」




　魔族を一人倒すだけでも、総力戦だったのだ。

　それが、十四人。




　しかも先ほどの戦闘で、生徒たちの魔力は切れかけている。

　どう見ても、状況は絶望的だった。




　生徒たちの戦意は折れ、武器を構える者さえいない。

　逃げ出すだけの判断力も、残っていないようだった。




「じゃあ、早速さっそく──あ？」




　そんな状況の中、無防備になった生徒へと、攻撃魔法を叩き込もうとした魔族が──急に、止まる。

　いや、止められたと言った方が正しいだろう。




　なぜならその魔族は、虚空こくうから突き出た剣によって、真っ二つに切断されたのだから。

　そして、切断された魔族は、声を出すことさえ許されず絶命し、地面へと落ちていく。




「……は？」




　その非現実的な光景を見て、魔族たちが、困惑の表情を浮かべる。

　何かの間違いではないか、とでも言うように。




　しかし、間違いではない。

　その事実を証明するように、剣はまた姿を現し──二人目の魔族の首が落ちる。




「うっ、うわああああああ！」




　二人目を殺されて、ようやく理解が追いついたのだろう。

　恐怖にかられた魔族が、無茶苦茶に剣を振り回し始める。




　それも、無意味だった。

　叫んで目立った魔族は、五秒と経たたず、虚空からの剣の餌食えじきとなる。




　剣を振るった者の姿は、見えない。

　だが今の状況を見た学園生達は、これが誰の仕業しわざであるのか、薄々気付いていた。




　──こんな真似まねができそうな人間など、王都には一人しか存在しないのだから。




　◇




「……十四人か。思ったより集まったな」




「……な、何だ貴様は！」




　三人目の魔族を倒しながら姿を現した俺に、魔族が驚きの声を上げる。




「こ……こいつがマティアスだ！　作戦通り、散開して──」




　どうやら魔族の一人は、俺の顔を知っていたらしい。

　そいつが指示を出そうとし始めるのを見て、俺は【縮地】を発動する。




「なっ、消え──」




　急に姿を消した俺に、魔族が驚きの声を上げる。

　どうやら魔族は、今ので俺の姿を見失ったようだ。

　魔力反応を見れば【縮地】を破るくらいは簡単なはずなのだが……やはり今の魔族は、戦い慣れていないようだ。

　そこで俺は、魔族が間違っても俺を見失うことのないよう、親切にも魔族の目の前で姿を現す。




「……え？」




　状況が理解できず、間抜けな声を上げる魔族に対し、俺は水平に剣を振るう。

　魔族は最後まで反応できず、一撃で首を切断され、地面へと落ちていった。

　これで、残り十人。




　まともに統制を取られると、面倒だからな。

　司令塔になりそうな奴から倒すのは、対集団戦闘の基本だ。




「こっ……こいつ、消えるぞ！」




「こんなの、どうやって戦えば──」




　今の動きを見て、魔族が怯おびえたような声を上げる。。

　もう、腰が完全に引けている。今すぐにでも逃げ出しかねない勢いだ。




　……逃げ出されると、それはそれで面倒だな。

　この人数が、一斉に『全力飛翔』で逃げようとすると、流石に討うち漏らしが出ることになる。

　魔族の出入りを防ぐことができる『王都大結界』は、まだ稼働していないし。




　よし。ヒントを与えてやるか。

　考えてみると、魔族と戦う時には、毎回騙だまし討ちみたいなことをやっている気がするな。




「無駄だ。この結界の中で、お前らに戦い方なんて存在しない」




　そう言って俺は、適当に魔力を調整して、結界魔法に似せた放射を魔族たちに浴びせる。

　我ながら、お粗末そまつなフェイクだ。




「結界──そうか！　こいつが姿を消しているのは、制御型結界だ！　破壊を──」




　だが、魔族はうまく騙されてくれたらしい。

　俺の言葉を聞いて、魔族は大量の魔力を、一点に向かって放つ。




　簡易的な結界を破壊する際に使われる『飽和魔力』という技術だ。

　俺の背後で、何かが割れるような、パリンという音が響く。




　うん、期待通りの反応だな。

　わざわざインパクトの強い倒し方をして、判断力を奪った甲斐かいがあったというものだ。




「馬鹿め！　戦闘用の結界魔法は、魔力で吹き飛ばせるんだ！」




　もちろん、馬鹿は魔族のほうである。

　この程度の魔族の『飽和魔力』で壊せるほど、俺達が張った結界は小さくない。

　さっきの音は、魔族に分かりやすく結界の消滅を伝えるため、俺が魔法で出したものだ。




「え？　なんで消え──」




　俺はそんなことを考えながら、また【縮地】を発動し、指示を出そうとした魔族を倒す。

　ついでに、近くにいた魔族も二人ほど倒しておいた。

　これで、残り七人。




　……そろそろ、【縮地】は対策できたことにしておいてやるか。

　あまり追い詰めると、逃げられかねないからな。




　ということで俺は、姿を消さないまま、足下に張った結界魔法を蹴けり、一気に魔族へと接近する。




「見える！　見えるぞ！　これで──ぐあああああああ」




　真っ直ぐ魔族へと向かう俺を見て、魔族は喜びの声を上げながら、魔法を付与した剣を振り、同時に魔法を撃ち込もうとする。




　俺はそんな魔族を、剣に【斬鉄】【魔力撃】を乗せて、防ごうとした剣ごと切断する。

　うん。新しい剣は、やはり切れ味がいい。

　今回は、首ではなく体を斬きったため、断末魔を上げるくらいの時間はあったようだが。




「ば……化け物！」




　それを見て、生き残った魔族は恐怖の声を上げ、後ずさった。

　俺は人間なので、魔族に化け物と言われる筋合いはないと思うのだが……。




「魔族に化け物と呼ばれる筋合いはない……ぞ！」




　そう言って俺は、近くにいた魔族に斬りつける。




「ひぃっ！」




　魔族はほとんど戦意を喪失しており、攻撃をかわすでも防ぐでもなく、ただ恐れるように縮こまった状態で首を飛ばされた。

　そして、他の魔族は逃げだそうとする。




　俺の前で隙すきを見せるのが嫌らしく、魔族は誰一人として『全力飛翔』を使おうとはしなかった。

　──だが、残った五人の魔族は、全て俺の魔法の射程内にいた。

　翼を広げて飛び立とうとする魔族たちの背中に、俺は小さい魔法を展開する。




『軽押けいおう』。




　名前が示すとおり、ただ物を軽く押すだけの、ごく簡単で低威力な魔法だ。




　効果時間も短く、普通の戦闘では、撃つだけ無駄とも言えるような術式である。

　実際、魔族たちが無理に飛んで逃げようとすれば、簡単に抜けられただろう。




　だが、そんな魔法を受けて、魔族たちは絶望の表情を浮かべた。




「なっ、結界は壊したはずじゃ──」




　そう。

　魔族たちは、今の『軽押』を、結界にぶつかったのと勘違いしたのだ。

　──もちろん、勘違いするように、タイミングや方向を考えながら発動した訳だが。




「う……うわああああああ！」




　結界に囲まれ、追い詰められた（と勘違いした）魔族たちは、唯一の活路を見いだすべく、俺のほうへと飛んでくる。

　俺に攻撃魔法を撃つ者もいれば、目くらましの魔法を使う者や、剣で斬りつけようとする者もいた。

　だが、その程度で何とかなるのであれば、魔族たちはこんな状況になってはいない。
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「ぎゃああああああああ！」




「助けて……助けてくれえええええ！」




　命乞いをしたり、悲鳴を上げたりする魔族たちを、俺は片っ端から剣と魔法で倒す。

　これでは、どっちが悪役か分からないな……。




　そんなことを考えながらも、俺は王都上空にいた、十四人の魔族を倒し終わった。




「……この体も、最低限は戦えるようになってきたみたいだな」




　終わってみると、ずいぶんあっけなかった。

　まあ、剣の影響も大きいのだが。

　流石に今まで使っていた武器だと、数を倒すのは面倒になってくるし。




「この数の魔族が、一瞬で……？」




「今、消えてなかったか？」




「マティアスって、姿まで消せるのか……」




　俺が足場にしていた結界魔法を解除して地面に降りると、こんな声が聞こえ始める。

　どうやら地上にいた人々も、さっきの空中からの剣のトリックを見抜けていなかったらしい。

　地上からなら、とても見抜きやすいトリックのはずなのだが。




　あれは単に『縮地』を応用した魔法で短時間だけ姿を消し、敵を斬ったらすぐに移動して敵の視界から外れる、といった動きを繰り返していただけである。

　だから、魔法というより、一種のトリックのようなものだ。




　もし魔族が一瞬でも周囲を見回せば、簡単に見抜けただろう。

　だから、わざと剣だけ見せたりして、注意を引く必要があった。

　俺ではなく、倒された魔族に。




　かかった時間は短かったが、十四人の魔族を逃がさずに倒すのは、結構面倒な綱渡りだったのだ。

　──そして俺には、これからもっと面倒な仕事が残っている。




「マティ君！」




『結界用の穴は掘り終わったから、中に魔道具を設置しておいてくれ。今はイリスの魔法で支えてるが、長くはもたないからな』




　地上に降りた俺は、駆け寄ってきたルリイとアルマに、近距離念話魔法を送る。




『はい！　……あれ？　マティくんは……』




『ちょっと、細工をしてくる』




　そう言って俺は【縮地】などを使いながら、勝利を祝う人々の群れを抜け出す。

　王都上空にいた魔族は全滅させたが……それで今回の戦いが終わった訳ではないからな。

　むしろ重要性から言えば、ここからが本番と言ってもいいかもしれない。










　人の多い王都中心部を抜け出した俺は、王都から少し外れた場所にある、森に向かった。

　ルリイ達に言ったように、細工をするためだ。

　問題は、その細工の相手だが──




「マジかよ……あいつら、全滅しちまったぞ。あのマティアスって奴やつ、マジで化け物なのか？」




「奴らは、俺達魔族の中でも最弱クラス……とは言っても、十四人を瞬殺しゅんさつというのは、流石におかしい……かなりの化け物と見るべきだろうな」




　俺の目の前でこんな話をしながら、何やら魔法を構築している、魔族たちである。

　確かに、俺が倒した十四人の魔族にくらべれば多少は強そうだが……なんというか、どんぐりの背比べという言葉が似合う感じだ。




　一応、俺も姿を隠しているが、敵の探知能力を探るため、隠蔽いんぺい魔法はわざと弱めにしてある。

　向こうが気付く様子は、全くないが。




　……そろそろ魔法が完成するみたいだし、俺も出て行くか。

　こういう特殊な魔法構築の場合、下手に邪魔する方がおかしな現象が起きる可能性が高いので、逆に終わるまで放っておいた方がいいのだ。




「ああ。まあ俺達にかかれば、あんなのはゴミでしかないがな。俺達の存在にも、気付かなかったようだし」




「まさにその通り。いずれにせよ、奴と俺達が戦うことは永遠にないだろうな。この魔法が、奴を殺すのだから」




「面白おもしろい話をしてるみたいだな。どんな魔法で、俺を殺すんだ？」




　ちょうど割り込みやすい話が出たところで、俺は会話に混ざってみた。

　もちろん、返事はない。

　代わりに返ってきたのは、困惑と驚きの言葉だ。




「な……なぜお前がここにいる！」




「それだけ面白そうな魔法が構築されてれば、誰だって気付く。魔法を構築する時には、少しくらい魔力を隠すことに気を配った方がいいと思うぞ」




　そう言って俺は、連中が構築していた魔法を指す。

　どうやら、一応は完成したようだが……これ、魔法の構成が間違ってるな。

　何というか、惜おしいことは惜しいのだが、ちょっと違う。




　ちなみに、俺がこんな無駄話をしてやっているのは……今回の戦闘には、特殊な事情があるからだ。

　同じ理由で、ルリイ達も連れてきていない。

　今回の戦闘は、色々と繊細だからな。




「人間が、魔力を探知？　……なるほどな。わざと意味不明なことを言って、動揺させる作戦か。そうはいかんぞ！」




　そう言って魔族たちは、俺に向かって武器を構える。

　魔力を探知したという部分は、本当なのだが。

　当たり前の技術が噓扱いされたことに、俺は少しもやもやした気持ちを抱えながらも、言葉を返す。




「まあ、理由なんてどうでもいい。さっき、龍脈に歪ゆがみを見つけたもんでな。妙な魔法で魔力のバランスを乱されると困るんだ」




　これも、半分本当だ。

　龍脈の歪みのおかげで、王都の結界構築は、少しだけ早く終わった。




　ただ、この魔法は、別に龍脈とは何の関係もない。

　魔法の構成からして、魔族はどうせ自分が構築している魔法の意味なんて分かっていないので、だまされてくれるだろうと見ての発言だ。




「……も、もちろん気付いていた！　だからこそ、この魔法で貴様を殺す！　龍脈の力で！」




　ほら。やっぱり分かっていない。

　この魔法に、龍脈に干渉する力などない。

　ただ死んだ魔族の魔力を媒介に、魔物を大量発生させる術式──の、出来損できそこないだ。




　しかし、今までの会話のおかげで、二人を魔法の射程に収めることができた。

　だから俺は、次の魔法を展開する。




「なっ……貴様、何をするつもりだ！」




　急に体が動かなくなったことに、魔族たちが驚きの声を上げる。

　俺が『魔糸拘束ましこうそく』と呼ばれる、敵を束縛する魔法を使ったのだ。




「決まってるだろ？　お前らを殺す」




　俺は親切にも、魔族の質問に答えてやりながら、魔族のうち弱そうなほうに攻撃魔法を撃ち込んで倒す。

　剣で倒さないのは、わざと派手な魔法で倒して、もう片方の危機感を煽あおるためだ。




「ぎゃあああああ！」




　俺の魔法を受けて、弱そうなほうの魔族は、無駄に苦しみながら死んでいった。




「くっ、化け物め……仕方ないか！」




　魔族の一人が倒されたのを見て、もう片方の魔族は悔しそうな顔をしながら、大量の魔力を放出する。

　自分の体に過負荷をかけながら、一気に体を強化することで、拘束を抜け出す魔法だ。




　よかった。このくらいの魔法は知っていてくれたか。

　もし知らなかったら、失敗したふりをして、わざと拘束を緩ゆるめなければいけなかったところだからな。




　そんなことを考える俺の前で、魔族は森へと飛び込み、隠れるようにして逃げ始めた。

　俺が来るまでは『あんなのゴミでしかない』とか言っていたはずだが、随分ずいぶんな逃げっぷりだ。




　本人は魔法を使って、身を隠しながら逃げているつもりのようだが──隠蔽魔法の魔力が派手すぎて、逆に見つけやすくなっている。

　──まるで成長していない。

　ついさっき、魔力を隠した方がいいと教えてやったばかりだというのに……。




　追いかけて倒すのは、簡単だ。

　だが俺は魔族を追いかけず、魔族は派手に魔力を放出しながら、森の彼方へと消えていった。




　──よし。上手くいったみたいだな。










「……なるほど。向こうだったのか」




　魔族が、王都近辺から逃げ出した直後。

　逃げた魔族の魔力反応を観察していた。




　魔族というのは、基本的に群れを作らない。

　第二学園襲撃の際には十四人集まっていたが、ああいうのはかなりまれなケースだ。




　だが魔族が一時的に合流したり、小規模な拠点ができたりすることは珍しくない。

　俺が来る前のエイス王国も、その状態になりかけていたし。




　という訳で、今回魔族には特殊な魔力を放出し、俺に居場所を教える魔法をつけておいた訳だ。

　もちろん、本人の了解は得ずに。




　これからあの魔族には、各地にある魔族の拠点を回って、俺にその所在地を伝える役目を担ってもらうことになる。

　本人は、他の魔族達に、俺や第二学園の脅威を伝えているつもりなのだろうが。










　──それはいいとして、問題はあの魔族が置いていった、魔物大発生の魔法だ。




　恐らく、元々は死んだ魔族から放出された、特殊な魔力に干渉して魔物を大量発生させる魔法だが……構築に失敗したのか、魔法を安定させるのに必要な部分が欠けている。




　これでは、九十九％以上の確率で、何も起きないはずだ。

　この構成で魔族の召喚に成功する確率は、せいぜい〇・七％といったところ。




　問題は、残りの約〇・三％だ。

　どうせ何も起きないだろうが、一応消えるまで見守っておこう、程度の感覚で俺はここにとどまっていたのだが……どうやらこれは、随分と運の悪い──いや、運のいいパターンらしい。




　不完全な魔法が変な方向に働いて、魔物大発生の魔法（アシュリルが、死ぬ直前に使ったものだ）と、今回死んだ魔族たちの魔力が、融合しようとしていた。

　このまま放っておけば、王都の近くで、かなり大規模な魔物召喚が行われることになる。




　そこまで見て俺は、第二学園へと戻った。
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「「マティくん（君）！」」




　学園に戻ると、入り口のあたりで、ルリイとアルマ、それとイリスが迎えてくれた。

　どうやら俺おれがいない間に、結界のほうは安定したみたいだな。

　本格的に起動する時には、また俺が手を加える必要があるだろうが、ひとまず手は離せる状況になったのだろう。




　他ほかの生徒達の姿は、あまり見当たらないが……魔力反応を見る限り、学園内部に集まっているみたいだな。

　祝勝会だろうか。




「細工さいくをするって出て行きましたが……何があったんですか!?」




「ああ。ちょっと、魔族を倒してきたんだ。それと、一人の魔族に細工をな」




　ルリイの質問に答えながら俺は、さっき倒した方の魔族の角を、収納魔法から取り出す。




「か、買い物に行くみたいな感覚で魔族討伐とうばつ……細工って言うのは、その角にですか？」




「いや、そっちは別の魔族だ。二つほど魔法を仕込んでから、わざと逃がした」




　言いながら俺は、再度例の魔族の反応を探る。

　どうやら例の魔族は、まだ隣の王国へ向かって飛行中らしい。

　仕込んだ魔法も、ちゃんと機能しているようだ。




「魔族を逃がす!?」




「ああ。適当に脅おどかしてな」




「そ、そんな恐ろしいことを……ちなみに、どんな魔法を仕込んだんですか？」




　ルリイの質問に、俺は答える。




「位置を探知しやすくする魔法と、遠隔で爆死させる魔法だ」




「ば、爆死!?」




「ああ。まあ失格紋だと厳密な意味での遠隔操作は無理だから、特殊な魔力に反応して自動で起爆するタイプの術式だけどな」




　今回の戦闘で、一番面倒だったのはそこだ。

　他の紋章もんしょうであれば一瞬で仕込める程度の魔法で済むのに、わざわざ拘束して使う必要があった。

　失格紋、真面目まじめに戦闘するときにはいいんだが、こういう小技には向かないんだよな。




「な、なるほど……マティアスさんが、ただで魔族を逃がすわけないですもんね……」




「ああ。いくら弱い魔族とは言っても、何もつけずに野放しにする訳にはいかないし」




　前世みたいな状況なら、多少放っておいても大丈夫だったのだが、今だと割とシャレにならなさそうだからな。

　俺も移動が大分遅くなったので、直接倒しに行くにしても時間がかかるし。

　そんなことを考えながら、俺は次の話題を切り出す。




「あと、一つ朗報ろうほうがあるぞ」




「朗報！　な、何でしょうか！」




「王都の近くで起きる魔物の大発生が、大規模になったぞ！」




「……ろ、朗報？　あの、悲報にしか聞こえないんですけど……」




「っていうか、大災害じゃ……」




　悲報？　大災害？

　何を言っているんだろう。




　丁度いい強さの魔物が大量に現れて、経験値になってくれるんだぞ。

　どう見ても朗報じゃないか。




「魔物が地上の、戦いやすい場所に出てくれるなら、それは絶好の経験値稼ぎのチャンスだ。悲報だなんてとんでもない」




「ま、魔物を、ただの資源みたいに……」




「実際、資源だからな。しかも出てくる場所が分かっていれば、罠わなだって仕掛け放題だ。こんなに美味おいしい状況はない。……ってことで、結界を起動するついでに、龍脈を見に行くぞ」




「龍脈？」




「ああ。龍脈ってのは、巨大な魔力の塊だからな。魔力を観察するなら、龍脈を見るのが便利なんだ」




　召喚魔法がおかしなことになったというのは分かるが、今の探知能力だと、ただ地上で見ただけでは魔物の現れ方は大雑把おおざっぱにしか分からない。

　どうせ結界も起動しなければならないことだし、ついでに見てこよう。




「私も魔石を設置するとき、龍脈は見ましたけど……ただ土の中で、魔力がゴチャゴチャしてるようにしか見えませんでした……」




「ボクも、あんなの見ても、分かる気しないよ……」




　まあ、ルリイたちには、まだちょっと難しいかもしれない。

　龍脈って、確かに結構ゴチャゴチャしてるように見えるからな。

　慣れてくると、構成なんかが読み取れてくるのだが。




「大丈夫です！　私も分かりませんから！」




「……え？　イリスは分かるよな？」




　龍脈という名前の通り、竜はなにかと龍脈を使う種族だ。

　地図代わりに龍脈を使ったりもするし、分からないはずはないと思うのだが──




「大まかな地理ならともかく、竜だって大きい龍脈にちょっと混ざっただけの魔法なんてわかりませんよ！　そんなことができるのは、マティアスさんと……いや、マティアスさんくらいです！」




　今、何か言いかけたな。

　もしかして、何か隠したいことでもあるのだろうか。




「今、俺以外にもいそうな感じのことを言わなかったか？」




「一人いましたが、今はいません」




　俺の言葉に、イリスはそう返す。

　やっぱり、昔はいたよな。




　よく考えてみると、前世で同じことをしている奴やつに会ったことはないが、言わないだけで、やっていた奴は多いはずだ。

　別に、難しい技術ではないからな。

　今は魔法技術が衰退したみたいだし、仕方がないにしても、衰退する前には沢山たくさんいたのだろう。




「ちなみにその人は『転生します。探さないでください』とかいう置き手紙を残して、いなくなりました」




　そんな奴が──ん？

　それ、前世の俺じゃないか！




「イリスが知ってるのって、その一人だけか？」




「マティアスさんと、その一人だけです」




「……まあ、イリスは竜だからな。人間の技術を知らないのも無理はない」




「普通の人間の技術レベルを知らないって意味では、マティアスさんのほうが酷ひどいと思いますけど……」




　そんな会話をしながらも、俺達は龍脈へとたどり着いた。

　魔族討伐に出かける前に頼んでいた通り、掘った龍脈には魔道具が装着され、魔力収集装置の一部は稼働を始めている。

　これなら、すぐにでも他の収集装置をつないで、結界を稼働させられる。




　稼働の前に、龍脈の確認だが──これは中々、面白おもしろい状況になっているようだ。

　元々あった魔法に、死んだ魔族たちの魔力が変な風に結びついて、かなり特殊な状況になっている。




　これは、いろいろな意味で期待できそうだ。




　それと、龍脈の様子からすると、魔物が召喚されるのは明日の昼前。

　いま結界を起動して魔力を消費しても、回復が間に合う。




　──ってことで、とりあえずは結界の起動だな。

　こうしている間に、魔族が潜り込んだりしたら、面倒だし。




「結界を仕込むスペースを作るから、ちょっと待っててくれ」




「はい！」




「了解！」




「わかりました！」




　三人の返事を聞いて、俺は周囲の壁を適当に掘り始める。

　もう龍脈の必要な部分は掘り終わったので、ガンガン掘り進めることができた。




　それから、三人の手を借りつつ、俺は結界の構成を組み上げていく。

　最後に、メインとなる魔道具の付与だ。




「ルリイ、この魔石に、この魔法陣を刻きざんでくれ」




　そう言って俺は、魔石と魔法陣が描かれた紙を取り出す。

　俺が来たのは討伐が終わった後だったが、校庭で倒された魔族に刺さっていた矢を見れば、ルリイが、俺が魔族戦の前に渡した魔法陣の付与に成功したことは分かる。

　あれに比べれば、だいぶ簡単だ。




「はい！」




　そう言ってルリイは、魔道具の付与をすんなり終わらせた。

　やはり、明らかに腕が上がっている。




　元々、魔族戦の前のルリイでは、あの魔法陣の付与は不可能だった。

　それでも、何度かの挑戦の末に成功させると読んで、俺はあの魔法陣を渡したのだ。

　戦闘の緊張感の中で付与するのと、失敗しても問題ない平時に付与するのでは、経験の重みが違うからな。




「じゃあ、行くぞ！」




　そう言って俺は、完成した魔道具を起動する。




　魔道具が、低い音と共に振動し始め、やがて止まる。

　魔力収集装置からの魔力供給も、安定している。




　どうやら結界は、無事に起動したようだ。










「さて。結界は動いたってことで……ちょっと、色々仕込みに行くか」




「仕込み？」




「ああ。魔物が出てくる前に色々仕掛けておけば、やりやすくなるからな」




　そう言って俺は、収納魔法から魔石と、鉄の塊を取り出す。




「仕込みには、これを使う」




「……結界魔法ですか？」




　俺が取り出した素材を見て、ルリイはすぐに俺の意図を察したようだ。

　だが、その答えは半分くらいしか当たっていない。




「似てるが、ちょっと違うな。地面に仕掛けるのは、探知付きの誘導魔法だ」




「……誘導魔法？」




「ああ。後で魔法陣を教えるけど、魔法を引き寄せる魔道具があるんだ。引き寄せる強さは、魔道具に流す魔力の量で変えられる」




　ちなみに、魔法を引き寄せるとはいっても、そこまで大きい出力が出るわけではないので、防御には使いにくい魔法だ。

　使われたことが分かれば、対策も簡単だし。




「誘導……それが、罠わなになるんですか？　……まさかマティくんが魔物の群れの中に入って、ターゲットになるとかじゃないですよね？」




「そういう手も、あるにはあるな」




「あるんだ……」




　俺の言葉に、アルマが呆あきれたような声を出す。




　まあ防御魔法を上手うまく使えば、そこらの魔物の攻撃くらいは防げるからな。

　学園生の攻撃魔法も、受け流そうと思えば受け流せるし。

　防御力だけで耐えるつもりなら、イリスのほうが適任かもしれないが。




「だが、今回使うのは違う手段だ。この間、魔力を探知する装置を作ったよな？　誘導魔法に直接、探知装置を使う」




「そうすると、どうなるんですか？」




「魔物が多い場所は魔力が多くなるから、魔法が引き寄せられることになる。つまり空に向かって撃つだけで、魔法が勝手に敵の密集地帯へと落ちていくんだ」




　魔物が多い場所には、多くの魔法が。

　少ない場所には、少ない魔法が落ちることになる。




　大規模な集団戦闘となると、一人一人にどこを狙ねらうか指示するのは難しいし、射線を通すのも大変だ。

　かといって、魔法使いが個人の判断で適当に魔法を撃ったのでは、集団としての強さを生かすことができない。




　そこで、この魔道具の出番だ。

　ただ戦場にばらまいておくだけで、魔法は自然といい感じに配分されることになる。




　ちなみに誘導の細こまかさは、使う魔道具の数による。

　多ければいいというものではないのが、難しいところだが……まあカンで大体なんとかなる。

　討うち漏もらしが出たら、俺が処理すればいいしな。




「そ、そんなことになるんですか……あれ？　ってことはもしかして魔物って、学園生が倒すんですか？」




「ああ。第一波はな」




「第一波？」




　俺の言葉に、ルリイは不思議そうな顔をする。




「実は今回の魔物召喚、二波に分かれそうなんだ」




「……二波、ですか？」




「ああ。そのうち第一波は、数だけ多くて敵は弱いと見ている。そっちは訓練も兼ねて、学園生に任せようと思ってな」




　今回の対魔族戦で、単体戦闘の基本はつかめただろう。

　後は集団戦の基本が分かれば、放っておいても強くなる奴は出てくるはずだ。




　……まあ、学園生に第一波を任せる目的は、どちらかというと魔力の節約なのだが。

　何か変な事態が起こった時、魔力があるのとないのでは大違いだからな。

　第一波の魔物は、第二波に比べて経験値も少ないはずなので、無理して取りに行くほどでもないし。




　そんな会話をしつつ、俺達は目的地へとたどり着き、三十組ほどの魔道具を設置した。

　金属のケースの中に入れて、地面に埋めたので、破壊されることはないだろう。




　後は第二波で、何が出てくるかだな。

　いい感じに、強い魔物が出てきてくれるといいのだが。










「大体、予想通りの時間だな」




　魔族を倒し、結界を起動した日の翌日。

　俺達は学園生とともに、王都近辺にある平原へと来ていた。




　言うまでもなく、昨日魔道具を埋めた──つまり、魔物が出現する場所の近くである。

　魔力の流れを見る限り、魔物が出てくるまでは、あと三十分といったところだろう。

　ほとんど予想通りだ。




「魔物は、見当たらないな……」




「こんなに平和そうな感じなのに、本当に魔物なんているのか？」




「マティアス君が出てくるって言ってたんだし、出てくるんじゃないかな……」




　そんな中、学園生たちはあれこれ話しながら、陣形を組んでいる。

　まあ陣形とはいっても、今回使うのは、かなり簡易的なものなのだが。

　例の誘導魔法を使う以上、あまり複雑なものは必要ないからな。




「ほ……本当に、僕がリーダーでいいんですか？」




　学園生達を見て、俺の近くにいた生徒の一人が、心配そうに俺に聞く。

　今回の作戦のリーダーとして指定された、メイラードだ。







「ああ。この平原に魔物が現れてから、平原の魔物がいなくなるまでは、メイラードがリーダーだ」







　俺は学園をやめる予定だし、ルリイ達もリーダー向きというわけではないので、学園生の中からリーダーの素質がありそうな生徒を選んで、リーダー候補にした。

　メイラードは、そのうちの一人だ。




「はい！　マティアス先生！」




　ちなみにメイラードは、なぜか俺を先生扱いしている。

　というか、最近はメイラードの影響されたのか、生徒の半分くらいが俺を先生扱いしている気がする。

　俺はあくまで、生徒枠なのだが……。




　そんなことを考えながら、俺は生徒たちから離れて、魔物の発生地点や生徒達の様子を見る。

　俺とルリイ、アルマ、イリスは、今回の第一波討伐の作戦からは除外されることになっている。

　第二波については、伝えていないが──




「最後にメイラード、不測の事態への対処法は、覚えてるか？」




「はい！　躊躇ちゅうちょせず、学園生を連れて王都に逃げる、ですよね！」




　こういうことになっている。

　最初から第二波の襲来が分かっていては、せっかくの訓練が台無しだからな。




　集団で撤退するというのは、けっこう難しいのだ。

　今回は第二波との戦闘を俺達が全すべて引き受けてしまうため、難易度は大きく下がることになるが、体験しておくのはいい経験だろう。

　──そんなことをしている間に、魔物が姿を現し始めたようだ。




　うん。弱そうな魔物だな。

　これでは、俺達が倒しても面白くも美味しくもなかっただろう。

　だが、生徒達にはそう見えていないようだ。




「なんだあの数！」




「めちゃくちゃ多いぞ！」




　次々に現れる魔物を見て、生徒たちがうろたえ始める。

　魔物の数は、およそ千二百といったところ。

　戦闘に参加する生徒数は百五十人ほどなので、一人につき八匹ほど倒せばいい計算だ。




「うろたえるな！　魔物の数は、マティアス先生の予測とほぼ完全に同じだ！　予定通りに討伐するぞ！」




　生徒の多くがうろたえる中、メイラードが叫さけぶ。

　すると生徒たちは落ち着きを取り戻し、予定通りに魔法を撃ち始めたようだ。

　遠距離攻撃に向かない失格紋の生徒は、魔法の撃ち漏らしを倒すべく、前へと出て行く。




　やはりメイラードも、リーダー候補となるだけある。

　なかなか頼りにされて──




「マティアスが倒せるって言ったんだ！　倒せる！」




「マティアス先生が設置した、魔道具だってあるんだ！」




「みんな、マティ……メイラードの指示に従うぞ！」




「よっしゃ、倒すぜ！」




　……あれ？

　想像してたのと違うな。

　まあ、何だかんだで命令はしっかり通っているようなので、よしとするか。




　そんな感じで、魔物は次々に倒されて、その数を減らしていった。

　魔物が全滅するのも、時間の問題だろう。

　──そして、そろそろ本命が登場する頃だ。










「やった……か？」




　戦闘開始から、しばらく後。

　第一波の魔物は、無事に殲滅せんめつされた。




　魔物が弱かったこともあって、特に怪我けが人などは出なかった。

　生徒達の魔力も、半分くらいは残っているようだ。




「おい、あれは何だ!?」




　討伐が終わって、少し後。

　目のいい生徒が、魔物の出現場所を指して叫んだ。

　最初に魔物が出現したあたりから、猪いのししの魔物が現れたのだ。




「ま……魔物？」




「で、でかいぞ！」




　魔力の総量が変わっていないのに、第一波の魔物が弱い。

　それはつまり、第二波の魔物が、より強くなるということだ。




　この辺は、その時の周囲の魔力状況に左右されるため、その時になってみないと分からない。

　戦闘開始の直前まで龍脈付近にいれば、そこまで見ることもできるのだが、今回は俺も召喚場所の近くにいる必要があった。




　そのため、ここから先に何が起きるかは未知数だ。

　一つ言えるのは、第二波の魔物は、第一波とは格が違うということだろうか。

　今出てきたのは五匹程度だが、それでも第一波の魔物全てを足したより強いだろう。




「落ち着け！　状況は変わっていない！　ただ魔物が、少し遅れてきただけだ！　落ち着いて攻撃を仕掛けろ！」




　メイラードが、自分の声を魔法で大きくし、部隊に指示を出す。

　学園生たちは冷静さを失っておらず、メイラードの声に従って魔法を撃ち込むが──




「なっ……無傷!?」




「噓うそだろ……」




「何だ、あの化け物！」




　生徒達の魔法は、新しく現れた魔物に傷一つ与えられなかった。

　第一波の魔物であれば、ほとんど一撃か、せいぜい二撃程度で倒せていたというのに。

　──それだけではない。




「ふ、増えてるぞ！」




　第二波の魔物は、当然五匹などではない。

　地面からは次々と魔物が湧わき出し続ける。




「て、撤退だ！　王都まで退くぞ！」




　それを見てメイラードは、すぐに撤退を決めた。

　どうやら、リーダーとしての訓練の成果は、ちゃんと出ているようだ。




　こういう場面ですぐ判断ができないリーダーは、部隊を全滅に導くからな。

　やや冷静さを欠いているのか、拡声魔法の出力が不安定になっているが、部隊全体に伝わる音量は確保できているので、まあ合格点だろう。




「りょ、了解！」




「逃げろおおお！」




　指示が下る前から、すでに逃げたそうな顔をしていた学園生達は、メイラードの言葉にすぐさま従った。

　学園生達は、一目散に王都へと走り出す。




「ルリイとアルマは、何か起こるまで結界の中で戦ってくれ。イリス、二人の前衛を頼んだ」




「はい！」




　俺は、あらかじめ用意していた結界の中を出る。

　出現した魔物のほとんどは、まだ攻撃の動きを見せていない。

　しかし最初に出てきた魔物は、攻撃を受け、怒り狂って学園生達の元へと走っていた。




　猪だけあって、魔物は足も遅くない。

　このペースでは、追いつかれてしまうだろう。




　土魔法でも使って足止めの指示を出していれば、撤退の指示としては完璧かんぺきだったのだが……初めて実戦をするリーダーにそこまでは要求できないので、俺が手を出すことにする。




　俺は身体しんたい強化を発動し、足下に張った結界を蹴けり、ゼロからトップスピードまで加速する。

　そのままの勢いで猪へと走り寄って、剣を振ふるった。




　音もなく、魔物の首が落ちる。

　魔物は、自分が死んだことにさえ気付かないまま、倒れながら転がっていった。




　そんな猪の魔物を尻目しりめに、俺は頭上を飛び越え、空中の結界を蹴って地面へと突っ込みながら、二匹目と三匹目をまとめて倒し、更に空中を蹴って、残党へと突っ込み、残った魔物を全滅させた。




　──これが正攻法の、失格紋としての対集団戦闘だ。




　ある程度の力を得た失格紋にとって、地面はあまり意味を持たない。

　いくら硬い地面であろうと、地面の強度は有限であり、本気で蹴れば踏み抜いてしまう可能性が高いからだ。

　それよりは、自分で張った結界を足場にした方が、よほど信用できる。




　この戦い方の最大のメリットは、魔力消費だ。

　使っている攻撃魔法は、剣に乗せる最低限の部分だけなので、非常に燃費がいい。




　そうでなければ、俺達だけで第二波と戦おうなどとは考えなかっただろう。

　これから戦う魔物は、半端はんぱな数ではないのだから。










「流石さすがに、かなり多いな……」




　俺は魔物の出現地点の外周を回るようにして、外へ出て行こうとする魔物を狩る。

　第二波の魔物は、一匹たりとも外へ逃がすわけにはいかない。

　今の学園や王都の戦力では、それだけで大災害だからだ。




　救いなのは、魔物の中に飛行型がいないことだろうか。

　いくら結界を蹴ってあちこち飛び回れるとは言っても、上下に移動するとなると、時間のロスが出てくる。




　ただでさえ、この数をたった四人で何とかするのは負担が大きいのに、飛行型が加わるとなると面倒だ。

　そんなことを考えながら、俺はルリイ達三人の方へ目をやる。




　ルリイとアルマはいつも通り、ルリイが作った矢をアルマが撃って戦っているようだ。

　使う魔法陣の指示は出していないが、今までルリイに教えた中では、この状況に向いた付与が使われている。




「ルリイ、矢を！」




「はい！」




　アルマがルリイから受け取った矢を放つと、矢は猪の魔物を追尾しながら、吸い込まれるように前脚まえあしへと突き刺さった。

　自分の実力をよく理解した、いい狙いだ。




　魔物の頭蓋骨ずがいこつは硬く、いきなり頭を狙っても、とどめを刺すのは難しい。

　だが最初に脚を射貫き、機動力を奪えば、次の一射で確実に決められる。

　手負いの魔物に襲いかかられる確率も低いし、賢明な選択だ。




「そいっ！」




　イリスは槍やりを構えてルリイ達に近付く魔物を倒し、魔物が途切れると、投石で攻撃しているようだ。




　ただの投石だとは言っても、そこらの人間が投げるような石とは、訳が違う。

　イリスが投げているのは小石ではなく、人間の頭ほどもある岩石なのだから。




　そんなものが、地面を踏み砕くだく勢いで投げられるわけだから、魔物の側もたまったものではない。

　吹き飛ばされたり、頭を叩き割られたりして、次々と倒れていく。

　投げるペースが速くないせいで、倒す魔物の数はアルマとさほど変わらないが、なんというか、迫力がある。




　人間の投石というよりは、攻城兵器として使われる投石機の方が近いだろう。

　まあ、イリスが本来の姿で戦ったら、こんなものでは済まないのだが。




　ちなみに今回、イリスが本来の姿で戦う予定はない。

　後で調べてみたところ、竜と人間の姿を行き来するのも、意外と魔力回路に負担がかかることが分かったため、緊急時以外には控えることになったのだ。




　そんな戦闘の中、俺はふと魔物の出現地点に、違和感を覚えた。

　そこから魔物が出てきているのは、今まで通りだ。

　しかし、出てきた魔物が違う。




「おお。珍しいな、こんなのまで出てくるのか」




　ヴォイド・イーター。

　俺がマティアスになってからはもちろん、前世でさえ、あまり見たことのない魔物だ。

　だが、特徴は分かる。




　周囲の魔物を吸い込み、自分の力に変える魔物の一種だ。

　この力を持つ魔物は他にもいるが、こいつが特徴的なのは、その対象に見境がないことだ。




　ひとたびこいつが現れれば、周囲にいる魔物は全て、こいつの力へと変わることになる。

　そういう、とても素敵な魔物だ。




「ま、マティくん！　あれ、魔物を吸い込んで、どんどん大きくなってます！　早く止めないと……」




　ルリイも、魔物が吸い込まれていることに気付いたのだろう。

　俺の姿を見るなり、魔物を吸い込むヴォイド・イーターを指して叫ぶ。

　だが……対応のほうは、正解とは言えないな。




「いや、これは止めるべきじゃない。むしろチャンスだ」




「チャンス……ですか？」




「ああ。この戦闘で一番大変なのは、敵を逃がさないで戦うことだからな」




　最初に比べれば勢いは弱まっているが、相変わらず魔物は湧き続けている。

　魔力が減っていく中で、これを閉じこめ続けるのは、なかなか骨が折れる。

　それを一匹にまとめて強くなってくれるのに、邪魔をするなどとんでもない。




「あの……ワタシもなんか、引っ張られてる気がするんですけど……」




　魔物が吸い込まれていくのを見ながら、イリスがそんな声を上げる。

　イリスの髪が、ヴォイド・イーターのほうに向かってなびいていた。




「……吸い込まれそうな感じか？」




「んー。そんな感じは、全然しないんですよねー。頑張がんばって引っ張ろうとしてるのは伝わってくるんですけど……」




「だろうな。イリスを吸収できるほど、こいつは強くないからな」




　いくら人化しているとは言っても、イリスは竜だ。

　迷宮に出てきたような下級竜ならともかく、イリスを吸収できる魔物などほとんどいないし、もしその類たぐいの魔物が出現していれば、王都付近の魔物はとっくに全滅している。

　明日には、この国も滅んでいるだろう。




「とか言ってるうちに、向こうも大分仕上がってきたみたいだな。こっちも、そろそろ手を出すか」




　そう言って俺は、収納魔法から魔石を取り出す。




「魔石……付与ですか？」




　それを見てルリイが、俺に聞く。

　当たりだ。




「ああ。付与する前に持って行かれないように気をつけてくれ」




　そう言って俺は魔石と、魔法陣を書いた紙を手渡す。




「持っていかれる……？」




　怪訝けげんな顔をしながらルリイが魔石を受け取り──驚いたような声を上げた。




「何か、引っ張られてます！」




「あいつが引っ張ってるのは、魔物の魔石だからな」

　ちなみに、人化した竜の魔石がどこにあるのかは、俺もよく知らない。

　魔力の雰囲気からすると、魔石としての形をなくして、全身に分散しているような気がする。

　そんなことを話しながらも、付与が完成する。




「できましたけど……これをどうするんですか？」




「投げつける」




「投げ……あれにですか？」




「ああ。適当に投げればいい」




　その言葉を聞いて、ルリイは魔石を振りかぶって、前へと投げる。




「えいっ！」




　すると魔石は、真まっ直すぐにヴォイド・イーターの方へ飛んでいき……そのまま、吸い込まれていった。




「なんか、吸い込まれちゃいましたけど……作り直しですか？」




「いや、あれでいい。吸収型の魔物は放っておくと歪いびつに進化して、よく分からない生き物になってしまうからな。あの魔石で方向性を固定して、安定して進化できるようにしてやるんだ」




　そう言いながらも俺は、魔物の様子を観察する。

　どうやら進化は、上手くいっているようだ。

　よしよし。沢山食べて大きく育てよ。




「ああいう魔物は普通、倒してもロクに素材が取れないんだ。でもああやって安定させてやれば、素材が取れる。……どうせ倒すなら、そっちのほうがいいだろ？」




　あと、戦ってて楽しい。

　変に進化してまともに戦えない魔物なんて、倒してもつまらないからな。




「あ、倒せるのは最初から前提条件なんですね……」
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「当然だ。……ってことで、もうちょっと足そう」




　そう言って俺は、収納魔法から使い道の少ない、質があまり良くない魔石を沢山取り出し、ヴォイド・イーターに投げつける。

　その魔石を片っ端から吸い込みながら、ヴォイド・イーターは進化していく。




　そして、出現からおよそ二分後。

　ヴォイド・イーターの吸収が収まり、形が固まり始めた。




　魔石で進化を手伝った甲斐かいあって、なかなかいい仕上がりだ。

　これは期待できそうだな。










「あ、あれ……何ですか？」




「ちょ……ちょっと、大きすぎない？」




　ヴォイド・イーターが魔物（と、俺が餌えさとしてやった魔石）を吸収して出来上がった魔物を見て、ルリイとアルマが戸惑ったような声を上げる。




「色々混ざってできた物だから、明確なモデルはないが……強いて言えば、虎とらに近いか」




　言って俺は、完成した魔物を観察する。




　その魔物は大きい爪つめと牙きばを持った、虎のような形の魔物だった。

　但ただし体の大きさは、そこらの魔物とは比べものにならない。

　下手へたをすると、イリスの本来の姿より大きいくらいだ。




　素材となった魔物は四足歩行型が多かったので、こんな形になったのだろう。

　俺が餌としてやった魔石も、そういうタイプが多かったし。

　……うん。




「な？　いい感じだろ？」




　ヴォイド・イーターの姿を見終わって、俺は満足して頷うなずいた。

　ちなみに向こうは形成が終わったばかりなせいか、まだ俺達を攻撃する気はないようだ。

　一応、魔法などを使っての隠蔽いんぺいもしているので、見つかる心配もない。




「いい感じって……何がですか？」




「そうだな……例えば、爪とか牙とかだ。色々混ぜたおかげで特定の魔物の性質に偏かたよっていないから、扱いやすい」




　金属の剣とは特徴が少し違うので、この間作った剣の代わりにはならないだろうが、これはこれで利点がある。

　相手になる魔物や使い方によっては、かなりの効果を発揮するだろう。




「倒してもないのに、素材の話!?」




「いや、それだけじゃない。腕とかの魔力の流れが、かなり太くて安定している。あれはいい魔物だぞ。経験値もかなり入るはずだ」




「強いのを喜ぶって……完全に、倒せる前提なんだね……」




　俺の言葉を聞いて、アルマが呆れたような声を上げる。

　確かに、倒してもいないのに素材や経験値の話をするのは少し気が早かったかもしれない。

　……ということで。




「よし。倒すぞ」




　そう言って俺は、前へと走り始める。




「わ、私達はどうすればいいですか！」




「アルマとルリイは距離を取って、いつも通り矢を射ってくれ！　イリスは近付いて、脚あたりを攻撃してくれ！」




　言いながら俺は、足下に張った結界を蹴って高度を上げる。

　流石にこのサイズが相手だと、適当に攻撃したところでロクなダメージが入らない。

　イリスの攻撃が脚に効いてくるのも、時間がかかるだろう。




　だから、手っ取り早い方法を使う。




　俺は背中側から、音を立てないようにヴォイド・イーターの頭上に出る。

　そして一気に顔の前へ移動すると、強化魔法を大量に乗せた剣を目へと叩たたき込こむ。





「ギャアアアアアアアアァァァ！」






　片目を潰つぶされたヴォイド・イーターが、苦痛の叫びを上げた。

　苦痛の声はすぐに怒りに変わり、俺に殺意のこもった目が向けられる。




　──狙い通り。




　ヴォイド・イーターは、もともと不定形の魔物だ。

　形が固まった後だと、体の構造そのものを根本から作り直すようなことはできないが、今でも潰された目を再生させるくらいはできる。




　しかし、形を固めた後での再生は、急激にヴォイド・イーターの体力を奪う。

　再生させる部位が、大きければ大きいほど。




　だから、大きくて切断しやすい部位は狙い目だ。

　──たとえば、腕とか。





「ガアアアアアアァァァ！」






　空中に立つ俺に、ヴォイド・イーターの腕が振り下ろされる。

　ヴォイド・イーターは、その大きさに似合わず俊敏しゅんびんだ。

　最高速となる腕の先端付近は、音速近くにまで達するはずだ。




　──これからヴォイド・イーターは、自分の腕の威力を、存分に理解することになるだろう。










「とりあえず、こんな感じか」




　俺は、迫るヴォイド・イーターの腕の軌道に剣を突き出し、魔石を砕いて【特殊魔力エンチャント】を付与する。

　そして剣の後ろ側にそこそこ頑丈な結界魔法を張り、剣に他のエンチャントを付与する。




　──その直後、ヴォイド・イーターの腕が、剣へと突っ込んだ。

　轟音ごうおんとともに結界が一瞬で砕け散り、結界のあった空間をヴォイド・イーターの腕が通り抜け──宙を舞った。




「……ガ？」




　ヴォイド・イーターが、何が起きたのか分からないとでも言うような表情で、自分の腕を見つめる。

　その腕には、肘ひじから先がなかった。




「もうちょっと、強めでもよかったか」




　言いながら、俺は剣の様子を確認する。

　剣には刃こぼれもないし、重心のずれもない。

　強度は十分なようだ。




「う、腕を一撃で……なに今の!?」




　地上に降り立った俺に、遠くからアルマが声をかける。




「結界を使って、一瞬だけ剣を支えたんだ。大威力の攻撃にも、カウンターを決めやすくなる」




　……とは言っても、ぱっと見単純なようで、実は色々と調整が面倒な方法なのだが。

　結界が弱すぎると意味がないし、強すぎると今度は剣にダメージを与えてしまう。

　敵が巨大で硬い場合以外には、あまり使い道のない技だな。




「カウンターって、魔物相手にも使えるんだね……」




「むしろ動きが単純だから、人間相手より決めやすいぞ。力が強いせいで、そこだけ注意が必要だけどな」




　相手が人間だったら、攻撃の軌道を読み切って剣を先に置いておこうとすると、まずは相手の戦い方を見極みきわめないといけないからな。

　魔物の場合は、魔力や筋肉の動き方を見ていれば、何となく分かる。




「いや、ふつう魔物のパワーなんて、気をつけたってなんとかならないからね!?」




「しかも相手は、あの大きさですし……」




　腕を一本失ったヴォイド・イーターを見上げながら、ルリイが言う。




「そうでしょうか？　力だけならそんなに……」




「ああ。力だけの魔物だったら、対処はいくらでもある」




　これが本当に強い相手だと、たとえ魔物でもある程度の知能を持って戦ってくるから厄介やっかいなのだが。

　ちなみに、そういう相手のほうが戦っていて楽しい。

　いくら力が強くても、知能のない相手だと戦いが単純になるからな。




「ダメだこの人達。基準が壊れてる……」




「イリスさんに至っては、人というかドラゴンですけどね……」




　そんな話をしながらも、俺は再生して振るわれた腕を、結界つきの剣で受け止めて斬きり落とす。

　腕というよりは、前脚なのかもしれないが。




　うん。やはり単純だ。

　開けた場所とはいえ【特殊魔力エンチャント】を安全に使えるのは五回程度だろうが、別に限界まで使う必要はなさそうだな。




　実際、大きい部位を二回も再生させたせいで、ヴォイド・イーターもだいぶ消耗しょうもうしてきているようだ。

　──そして。




「イリス、そろそろいけそうか？」




　そう言って俺は、イリスに視線を送る。

　これは質問というより、確認だ。




　魔力の反応などから、先ほどまでイリスの攻撃を受けていたヴォイド・イーターの後ろ脚が限界を迎えようとしているのは、すでに分かっている。

　剣によるカウンターのように一撃で腕を落としたりはできないが、イリスの槍も、かなりの威力だからな。




「はい！　すぐにでも落とせます！　多分！」




「よし、こいつの次の攻撃と同時に行くぞ！」




「わかりました！」




　俺達が相談をまとめた矢先、ヴォイド・イーターの腕が動きを見せた。




「来るぞ、今だ！」

「はい！」




　俺がヴォイド・イーターの腕をカウンターで斬り落とすと同時に、イリスがヴォイド・イーターの脚に槍を突き込んだ。

　槍が生物に当たったとは思えないほどの轟音とともに、ヴォイド・イーターの脚が破壊され、ヴォイド・イーターが地面へと倒れ込む。




「一気に倒すぞ！」




「「「はい！」」」




　残りの三人が攻撃しにかかる中、俺はヴォイド・イーターの頭部に近付き、剣に魔法を乗せる。

【斬鉄ざんてつ】【鋭利化】【魔力撃】──




　最終的に俺は十個ほどの魔法を剣に乗せ、ヴォイド・イーターの首に振り下ろした。

　ザクッ、という音とともに、ヴォイド・イーターの首が浅く斬れる。




　もちろん、これで終わりではない。

　俺は剣がヴォイド・イーターの首を通り過ぎると同時に、剣の行き先に結界魔法を展開。更に身体強化や加速系の魔法などを同時に発動し、剣を一気に跳ね返しながら、押し込む。




　結果として俺の剣は、振り下ろした以上の速度で上へと跳ね上がりながら、ヴォイド・イーターの首を斬り裂くことになった。





「ガアアアアァァァァ！」






　ヴォイド・イーターが苦痛の叫びを上げ、反撃しようとするが、俺は一歩も動かず、重心を少しずらして回避する。

　四肢が生きていた時でさえ、簡単に回避できたのだ。

　倒れた姿勢から苦くるし紛まぎれに放たれた反撃など、当たるはずがない。




　そして俺の剣は、また魔法によって跳ね下げられ、更に速度を上げながら、ヴォイド・イーターの首にひときわ深い傷をつける。

　失格紋が真価を発揮するシーンの一つが、この連撃だ。




【特殊魔力エンチャント】による一撃も強力ではあるが、この連撃は俺の魔力が切れるか、敵が死ぬまで続く。

　敵の攻撃を回避し、攻撃の軌道や乗せる魔法などを調整しながら、俺はヴォイド・イーターの体力を急激に削っていく。

　イリスの槍や、ルリイ達の矢も、弱点へと突き刺さる。





「ガアアアアアアアアアアアアアアアアアアァァァ！」






　そして、ヴォイド・イーターが、ひときわ大きい咆哮ほうこうを上げ──動きを止めた。

　戦闘終了だ。




「……倒した……の？」




「ああ。……中々いい素材だろ？」




　そう言って俺は、近くに転がったヴォイド・イーターの腕を拾い上げ、爪を取ってルリイに見せる。




「な、なんだか凄すごい力を秘めていそうな気がするんですが……」




「魔力量が多いからな。それと特に一気に首を落とせたから、素材が劣化せずに済んだ」




　腕くらいであれば魔力消費で再生できてしまうので、体力を削って倒すには腕を斬るのが楽だが、素材の質が落ちてしまう。

　とはいえ、数回であれば素材の質が落ちるところまではいかないので、そのくらいは斬り落とさないともったいない。

　ヴォイド・イーターを最大限生かそうとすると、斬り落とす回数も調整することになるのだ。




　ちなみに、毛皮はそこまで魅力がないが、いちおう持って行くことにする。

　ギルドとかに売れば、そこそこ役に立つかもしれないし。




「それはそうと、この魔物が出てきたってことは、龍脈の方が本格的に面白──やばいことになっている可能性が高い。大きめの迷宮で鍛錬たんれんがてら、様子を見ようと思う」










あとがき







　はじめましての人ははじめまして。ｗｅｂ版や２巻からの人はこんにちは。進行諸島しんこうしょとうです。




　本シリーズ、ついに３冊目です。

　そして、コミカライズ版の１巻が、同月に発売します！




　コミカライズ版はマンガＵＰ！様、ガンガンＧＡ様にて連載れんさいしていたものを単行本化したものです。

　書籍版とは少しだけ雰囲気ふんいきが違いますが、とても面白おもしろいです！　自信を持ってお勧すすめできます！




　さらにコミカライズ版には、書き下ろしのＳＳもついています！

　是非ぜひ、こちらもよろしくお願いします！




　さて、今回も後書き２ページなので、そろそろ本編の内容に入ろうと思います。

　３巻にも、魔族の陰謀いんぼうとか王都防衛戦とか色々出てきますが、マティアスは２巻までと同じように、無双むそうします！

　それはもう、常識じょうしきやら魔族の思惑おもわくやらを全部吹き飛ばす勢いで、暴あばれ回ります！




　……以上です！

　後書きを先に読まれる方もいらっしゃるため、ネタバレはこのくらいにしておきます！




　最後に謝辞しゃじを。

　書き下ろしや改稿かいこうなどについて、的確なアドバイスやアイディアを下さった編集様。

　２巻までに引き続き、素晴すばらしい挿絵さしえをつけて下さった風花風花かざばなふうか様。

　漫画版を書いて下さっている、肝匠かんしょう先生、馮昊ひょうこう両先生。

　それ以外の立場からこの本に関わって下さった方々。

　そして、この本を手に取って下さっている、読者の皆様。

　この本を出せるのは、皆様みなさまのおかげです。

　本当にありがとうございます。




　４巻はさらにパワーアップさせてお送りする予定ですので、楽しみに待っていただければと！
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